
　野村の常盤神社の境内にある水分神社で3月6日、

鉢巻飯の神事がおこなわれました。 

　この神事は、通称「らおさん」と呼ばれる祠に高

さ15㌢余りの円錐形のにぎり飯に細長いわら縄を巻

いた鉢巻飯や野菜などを供え、五穀豊穣を祈願する

神事で、300年余り続いている伝統行事です。 

五穀豊穣を祈願 

男女共同参画フェスティバルなど 
みんなの広場 

町政モニターの募集など 

一般会計は71億3600万円 
平成19年度　当初予算 
住民参加の町政を推進 
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三
月
一
日
開
会
の
町
議
会
三
月
定
例
会
で
、
坂
本
町
長
が
平
成
十
九
年
度

の
町
政
運
営
の
指
針
と
な
る
施
政
方
針
を
表
明
。
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
と

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
真
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
質

の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
の
努
力
を
も
っ
て

行
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
施
政
方
針
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

第
4
次
総
合
計
画
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
第
一
に
考
え
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と

行
政
に
よ
る
「
協
働
と
連
携
」
を
行
政
経
営

の
基
本
姿
勢
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
向
け
、

引
き
続
き
、
既
存
の
自
治
会
組
織
の
強
化
や

未
加
入
地
域
の
組
織
化
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
前
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
自
治
会
長

サ
ロ
ン
を
開
催
し
、
自
治
会
長
の
情
報
交
換

の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
「
住
民
の
皆

さ
ん
と
、
と
も
に
考
え
、
と
も
に
歩
む
住
民

参
加
の
町
政
」
を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
懇

談
会
等
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
住
民
の

み
な
さ
ん
と
の
対
話
を
継
続
し
て
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

職
員
給
与
や
定
員
管
理
の
適
正
化
な
ど
を
推

進
し
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努

め
ま
す
。
 

市
町
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
、

宇
治
市
、
城
陽
市
、
宇
治
田
原
町
、
井
手
町

で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
二
市
二
町
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

合
併
に
関
す
る
情
報
を
住
民
の
み
な
さ
ん
へ

提
供
し
、
再
度
、
ご
意
見
を
お
聴
き
し
ま
す
。
 

歳
入
の
基
本
と
な
る
町
税
は
、
税
源
移
譲

に
よ
り
、
個
人
住
民
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
地
価
の
下
落
に
よ
り
、
固
定
資
産

税
は
、
今
後
も
増
収
が
見
込
め
ず
、
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
歳
出

面
で
は
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で

お
り
、
今
後
も
、
無
駄
な
歳
出
を
削
減
し
て

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

本
年
度
は
、
①
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
②
子
育
て
支
援
の
拠
点
整
備
な
ど
子
育
て

支
援
策
の
充
実
③
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

な
ど
へ
の
福
祉
の
充
実
④
新
市
街
地
整
備
事

業
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
重
点
施
策

と
位
置
づ
け
、
第
4
次
総
合
計
画
の
実
現
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

ま
た
、
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
と
そ
の
実

行
計
画
と
な
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
を
お
こ
な
い
、
真
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
誠
心
誠
意
の
努
力
で
も
っ
て
行
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
か
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
 

三
月
一
日
開
会
の
町
議
会
三
月
定
例
会
で
、
坂
本
町
長
が
平
成
十
九
年
度

の
町
政
運
営
の
指
針
と
な
る
施
政
方
針
を
表
明
。
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
と

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
真
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
質

の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
の
努
力
を
も
っ
て

行
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
施
政
方
針
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

行
政
経
営
の
基
本
姿
勢
 

心
が
か
よ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
 

　
　
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
 

と
も
に
考
え
　

と
も
に
歩
む 

住
民
参
加
の
町
政
を
推
進 

と
も
に
考
え
　

と
も
に
歩
む 

住
民
参
加
の
町
政
を
推
進 
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新
市
街
地
整
備
事
業
も
三
年
目
を
迎
え
、

一
月
に
地
権
者
に
よ
る
南
大
内
土
地
区
画
整

理
組
合
が
発
足
し
、
本
格
的
に
事
業
を
進
め

る
体
制
が
確
立
。
広
域
幹
線
道
路
網
を
生
か

し
た
適
切
な
土
地
利
用
を
進
め
、
将
来
の
ま

ち
の
拠
点
機
能
を
備
え
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
は
じ
め
、
産
業
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
な

る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
を
進
め

る
と
と
も
に
、
町
内
巡
回
バ
ス
（
の
っ
て
こ

バ
ス
）
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
本
格
運
行

を
お
こ
な
い
、
利
便
性
の
高
い
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

ま
た
、生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
安
全
性
・

快
適
性
の
向
上
や
都
市
下
水
路
の
管
理
用
通

路
敷
を
活
用
し
た
水
と
緑
の
回
廊
整
備
事
業
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
（
小
規
模
公
園
）
の
計
画
的
な
整

備
を
進
め
ま
す
。
 

水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水

の
安
定
供
給
に
努
め
、
経
営
努
力
に
よ
り
財

政
の
健
全
化
に
向
け
可
能
な
限
り
、
住
民
負

担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
下
津
屋
、

市
田
、
坊
之
池
、
野
村
、
島
田
地
区
で
公
共

下
水
道
事
業
の
面
整
備
工
事
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
未
整
備
区
域
の
事
業
認
可
を
受
け

る
た
め
の
手
続
き
を
進
め
ま
す
。
 

安
全
で
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
児
童
・
生
徒
を
守
る
た
め
、
「
生
徒
指

導
地
域
づ
く
り
連
絡
会
」
を
立
ち
上
げ
る
と

と
も
に
、
久
御
山
中
学
校
に
新
た
に
非
常
勤

講
師
を
配
置
し
、
不
登
校
生
徒
の
対
応
な
ど
、

生
徒
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

御
牧
幼
稚
園
で
の
幼
保
一
体
的
運
営
を
め

ざ
し
て
増
築
工
事
を
お
こ
な
い
、
平
成
二
十

年
度
か
ら
、
町
内
の
三
幼
稚
園
で
五
歳
児
の

幼
保
一
体
的
運
営
を
実
施
し
ま
す
。
 

ま
た
、
東
角
小
学
校
北
校
舎
の
内
部
改
修

工
事
と
久
御
山
中
学
校
の
改
築
工
事
の
設
計

業
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
小
学
校
の
教

室
に
扇
風
機
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
学
習
環

境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
 

生
涯
学
習
推
進
計
画
や
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
各
種
の
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
計
画
を
策
定
し
、
地
域
や
家
庭
、
学

校
と
図
書
館
と
の
相
互
連
携
の
も
と
、
子
ど

も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
活
動
を
推
進

し
ま
す
。
 

ま
た
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
総
合
体
育
館
の
床
面

補
修
な
ど
の
施
設
整
備
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
町
体
育
協
会
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
団

体
、
指
導
者
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉
プ
ラ
ン
に

よ
り
、
行
政
自
ら
が
環
境
改
善
活
動
を
進
め

る
た
め
、
役
場
庁
舎
の
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
・
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

を
継
続
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の

減
量
と
環
境
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
美
化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
 

防
災
・
防
犯
対
策
で
は
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
の
た
め
、
優
先
的
な
避
難
支
援
等

の
体
制
整
備
や
避
難
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な

る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
住
民
の
み
な

さ
ん
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

安
全
を
高
め
る
全
町
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し
、
見
守
り
活
動
の
支
援
に
努

め
ま
す
。
 

ま
た
、
消
防
力
の
強
化
と
一
層
の
防
火
安

全
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
交
通
安

全
対
策
協
議
会
を
中
心
に
、
運
転
者
の
モ
ラ

ル
向
上
を
図
る
た
め
の
啓
発
や
、
迷
惑
駐
車

を
な
く
す
活
動
な
ど
、
安
全
な
道
路
環
境
の

維
持
に
努
め
ま
す
。
 

農
産
物
の
久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
化
や
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
の
推
進
を
は
じ
め
、
認
定
農

業
者
や
農
業
後
継
者
、
稲
作
農
作
業
受
託
組

織
の
育
成
、
水
田
農
業
に
対
す
る
助
成
、
農

業
用
廃
棄
ビ
ニ
ー
ル
の
回
収
費
補
助
な
ど
、

積
極
的
に
農
業
振
興
を
推
進
し
ま
す
。
 

町
独
自
の
融
資
制
度
「
マ
ル
久
」
は
、
今

年
度
か
ら
連
帯
保
証
人
を
不
要
と
す
る
条
件

緩
和
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
Ｋ
Ｅ
Ｓ
な
ど

の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
認
証
取
得
支
援
や
展

示
会
へ
の
出
展
費
用
の
補
助
な
ど
、
「
モ
ノ

づ
く
り
の
ま
ち
久
御
山
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ

ら
に
高
め
ま
す
。
 

ま
た
、
商
工
会
の
事
業
運
営
に
対
し
、
引

き
続
き
支
援
し
、
今
後
、
整
備
を
進
め
る
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
有
意
義
な
施
設
内
容
に

な
る
よ
う
、
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。
 

食
育
基
本
方
針
に
よ
り
、
子
ど
も
の
食
生

活
の
改
善
や
生
活
習
慣
病
等
の
予
防
、
高
齢

者
の
健
全
な
食
生
活
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
対
応
し
た
総
合
的
な
食
育
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
基
本
健

康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診
等
の
継
続
、
介
護

予
防
に
向
け
た
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
し
、
相
談
や
保
護

者
同
士
の
交
流
・
情
報
交
換
な
ど
、
施
設
の

積
極
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児

医
療
制
度
を
中
学
校
就
学
前
の
児
童
ま
で
に

引
き
上
げ
、
「
子
育
て
支
援
医
療
」
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
 

第
4
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、

介
護
予
防
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
小
規
模
多
機
能
型
介
護
拠
点
の
整

備
促
進
と
あ
わ
せ
、
生
活
支
援
や
介
護
予
防

の
各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
よ
る
適

切
な
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
低
所

得
者
層
に
対
す
る
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
和
音
く
み
や
ま
作

業
所
に
相
談
支
援
事
業
を
委
託
し
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
 

魅
力
を
生
み
出
す
定
住
と
 

　
　
　
交
流
の
基
盤
づ
く
り
 

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
 

　
力
を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
 

お
互
い
を
尊
重
し
、
豊
か
な
 

文
化
あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り
 

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る
安
全
で
 

　
 
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
 

結
び
合
い
が
支
え
る
 

　
　
　
福
祉
と
健
康
づ
く
り
 

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
 

活
力
を
創
造
す
る
産
業
づ
く
り
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平
成
十
九
年
度
の
予
算
総
額
は
百
二
十
七

億
二
千
七
百
五
十
八
万
円
、
前
年
度
の
当
初

予
算
と
比
べ
、
二
億
一
千
三
百
二
十
六
万
円

（
一
・
七
㌫
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

内
訳
は
、
一
般
会
計
が
七
十
一
億
三
千
六

百
万
円
、
国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水
道
事

業
な
ど
、
五
つ
の
特
別
会
計
で
四
十
八
億
六

千
三
百
三
十
万
円
、
そ
し
て
、
水
道
事
業
会

計
が
七
億
二
千
八
百
二
十
八
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

本
町
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
面
で
は
、「
三

位
一
体
改
革
」
の
税
源
移
譲
や
定
率
減
税
の

全
廃
に
よ
り
、
町
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
地
方
譲
与
税
で
は
、
所
得
譲
与
税

が
全
廃
さ
れ
、
国
・
府
支
出
金
や
各
交
付
金

等
に
つ
い
て
も
、
社
会
経
済
情
勢
の
不
透
明

感
か
ら
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
経
常
収
支
比
率
九

十
・
九
㌫
（
平
成
十
七
年
度
決
算
）
の
現
状

か
ら
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
等
に
つ

い
て
、
「
前
年
度
比
五
㌫
減
の
シ
ー
リ
ン
グ

基
準
」
を
設
定
し
、
厳
し
く
歳
出
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
な
か
、
第
4
次

総
合
計
画
の
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
輝

き
　心
和
ら
ぐ
　躍
動
の
ま
ち
久
御
山
」
を

実
現
す
る
た
め
に
種
々
の
事
業
を
計
上
し
、

昨
年
の
三
月
に
策
定
し
た
第
3
次
行
政
改
革

大
綱
と
そ
の
実
行
計
画
と
な
る
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
反
映
し
、

よ
り
健
全
で
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
お
こ

な
え
る
よ
う
、
重
点
施
策
に
そ
っ
た
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。
 

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
建
設
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
医
療
費
（
乳
幼
児
医
療
費
）
を
大

幅
に
拡
充
し
た
の
を
は
じ
め
、
幼
保
一
体
化

事
業
（
五
歳
児
）
の
三
園
実
施
に
向
け
て
の

幼
稚
園
保
育
室
の
増
築
、
子
ど
も
、
住
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
施
策
、
障
害
者
等
に
対

す
る
福
祉
施
策
や
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
、

重
点
的
に
予
算
配
分
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

今
後
と
も
事
業
効
果
、
優
先
順
位
を
念
頭

に
お
き
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
的
に
、
か

つ
効
率
的
に
活
用
し
て
い
き
、
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

予
算
の
概
要
 

一
般
会
計
 

一
、
子
育
て
支
援
医
療
費
の
拡
充
を
は
じ
め
、
食
育
に
関
す
る
施
策
や
生

徒
指
導
対
策
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
を
養
育
す
る
世
代
に
配

慮
し
た
施
策
の
推
進
 

二
、
教
育
環
境
、
防
災
に
予
算
を
重
点
配
分
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

三
、
将
来
の
ま
ち
の
発
展
や
活
性
化
が
期
待
で
き
る
新
市
街
地
整
備
事
業

の
継
続
 

四
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
か
か
る
利
用
者
負
担
の
軽
減
な
ど
福
祉
対
策

の
充
実
 

五
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
し
て
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
、
独

自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策
の
継
続
 

当初予算編成の主な重点事項 

一般会計、特別会計などを合わせて、総額で127億2758万円とな
る平成19年度の当初予算が、3月定例議会に提案され可決されました。 
一般会計は、71億3600万円となり前年度の当初予算と比べ
8600万円、1.2％の減となりました。（金額はいずれも1万円未満
四捨五入） 

一般会計は、71億3600万円 

総額　127億2758万円 総額　127億2758万円 総額　127億2758万円 

▼平成19年度会計別予算額 

※水道事業会計は、支出の総額であり、収入額とは相違があります。 

老　人　保　健 

三郷山財産区  

国民健康保険  

一　般　会　計 

水　道　事　業 

特別会計 

 

企業会計 

介　護　保　険 

合　　　　　計 

公共下水道事業 

71億3600万円 

15億3570万円 

700万円 

14億2310万円 

11億 720万円 

7億9030万円 

7億2828万円 

127億2758万円 

▲8600万円 

1億6430万円 

▲80万円 

1億1360万円 

▲3660万円 

7610万円 

▲1734万円 

2億1326万円 

▲1.2％ 

12.0％ 

▲10.3％ 

8.7％ 

▲3.2％ 

10.7％ 

▲2.3％ 

1.7％ 

会　計　名 予　算　額 対前年度増減額 増　減　率 
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（一般会計予算額） 民　生　費 土　木　費 

消　防　費 公　債　費 商　工　費 

24,253円 28,953円 12,098円 

17,161人 

71億3600万円 

（3月1日現在人口） 

100,593円 58,041円 

415,827円 
住民一人あたりの予算額 

教　育　費 総　務　費 衛　生　費 

議　会　費 農林水産業費 

7,401円 18,353円 1,866円 

67,763円 63,386円 33,120円 

予 備 費 

労 働 費 

総額　127億2758万円 総額　127億2758万円 

5
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地方譲与税等＝地方譲与税+利子割交付金+配当割交付金+株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等＝地方特例交付金+地方交付税+交通安全対策特別交付金 

▽歳 入 内 訳  
総額 71億3600万円 

▽歳出内訳（性質別） 
総額 71億3600万円 

国庫支出金 
2億1070万円 
（3.0%） 

府支出金 
2億4136万円 
（3.4%） 

諸収入 
6788万円（1.0%） 

分担金及び負担金 
6545万円（0.9%） 

地方消費税交付金 
3億6700万円 
（5.1%） 

地方特例交付金等 
6200万円（0.9%） 

自動車取得税交付金 
5100万円（0.7%） 

寄附金 
4200万円（0.6%） 

使用料及び手数料 
8938万円（1.3%） 

町債 
6億600万円 
（8.5%） 

地方譲与税等 
9300万円 
（1.3%） 

財産収入 
2401万円（0.3%） 

繰入金 
6億895万円 
（8.5%） 

繰越金 
3000万円（0.4%） 

町税 
45億7727万円 
（64.1%） 

予備費  
2500万円（0.4%） 
積立金 
2296万円（0.3%） 

普通建設事業 
（補助） 
2億9048万円 
（4.1%） 

維持補修費 
6737万円 
（0.9%） 

貸付金 
4900万円（0.7%） 

　繰出金 
7億4032万円 
（10.4%） 

物件費 
14億3510万円 
（20.1%） 

補助費等 
6億7635万円 
（9.5%） 

普通建設事業（単独） 
6億7602万円（9.4%） 

人件費 
22億260万円 
（30.9%） 

扶助費 
4億5394万円 
（6.3%） 

公債費 
4億9686万円 
（7.0%） 



◆
自
治
会
長
サ
ロ
ン
開
催
　
　
【
三
万
円
】 

効
果
的
な
地
域
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

自
治
会
長
サ
ロ
ン
を
開
催
し
、
各
自
治
会
の

交
流
促
進
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進

し
ま
す
。
 

◆
久
御
山
中
学
校
・
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ー

ト
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
交
流
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
四
十
九
万
円
】 

国
際
交
流
の
一
つ
と
し
て
、
久
御
山
中
学

校
と
姉
妹
校
の
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ー
ト
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
の
相
互
の
交
流
活
動
を
推

進
し
ま
す
。
 

◆
町
政
Ｐ
Ｒ
誌
「
ほ
ほ
え
み
紀
行
」
の
発
行
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
九
十
四
万
円
】 

町
の
主
な
施
策
を
詳
し
く
紹
介
し
、
町
内

外
に
久
御
山
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
冊
子
を
発
行
し

ま
す
。
 

◆
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
　
　
【
六
十
万
円
】 

開
か
れ
た
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
公
募

等
に
よ
る
20
歳
以
上
の
モ
ニ
タ
ー
に
意
見
を

聴
い
て
、
町
政
運
営
に
役
立
て
ま
す
。
 

◆
職
員
研
修
の
実
施
　
【
百
六
十
六
万
円
】 

基
礎
知
識
の
習
得
と
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
る
実
務
能
力
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、

各
種
職
員
研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
修
正
業
務
 

　
〈
新
〉
　
　
　
　
　
【
二
百
五
十
万
円
】 

第
4
次
総
合
計
画
の
土
地
利
用
構
想
と
の

整
合
性
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
見
直
し
ま
す
。
 

◆
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
【
三
千
三
百
八
十
一
万
円
】 

旧
集
落
地
域
に
ふ
れ
あ
い
型
の
小
規
模
公

園
（
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
）
を
計
画
的
に
整
備

し
ま
す
。
 

◆
中
央
公
園
野
球
場
等
の
照
明
灯
補
修
工
事

〈
新
〉
　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
万
円
】 

老
朽
化
し
た
中
央
公
園
野
球
場
お
よ
び
児

童
広
場
の
照
明
灯
の
補
修
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

自
治
会
長
サ
ロ
ン
の
開
催
や
 

町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
実
施
 

行
政
経
営
の
基
本
姿
勢
 

心
が
か
よ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
 

　
　
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
 

新
市
街
地
整
備
や
 

町
内
巡
回
バ
ス
の
本
格
運
行
 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
 

魅
力
を
生
み
出
す
定
住
と
 

　
　
　
交
流
の
基
盤
づ
く
り
 

〈
新
〉は
、新
規
事
業
で
す
。
 

●議会費　議会運営のために使うお金 
●総務費　全般的なまちづくりの費用や役場 
　の庁舎維持管理などの総括的な事務に使う 
　お金 
●民生費　高齢者や障害者、保育所運営など 
　の福祉全般の事務や事業に使うお金 
●衛生費　保健衛生やごみ処理など安全で衛 
　生的な生活のために使うお金 
●労働費　勤労者の技能の養成などに使うお 
　金 
●農林水産業費　農業の振興のために使うお 
　金 
●商工費　商工業の振興に使うお金 
●土木費　町道の新設や改良、河川の維持管 
　理、都市計画事業などに使うお金 
●消防費　防火水利・消防機械器具等の整備 
　や消防団の運営などに使うお金 
●教育費　幼稚園や小・中学校の運営費用や 
　生涯学習のための費用、町内の体育施設の 
　維持管理などに使うお金 
●公債費　建設事業などをおこなうための借 
　入金を返済するお金 
●予備費　予算外の支出または予算超過の支 
　出にあてるお金 

歳出の 
目的別内訳 

予備費 
2500万円（0.3%） 

商工費 
2億761万円（2.9%） 

議会費 
1億2700万円（1.8%） 

公債費 
4億9686万円（7.0%） 

労働費 
702万円（0.1%） 

消防費 
4億1621万円（5.8%） 

農林水産業費 
3億1496万円（4.4%） 

総務費 
10億8777万円 
（15.2%） 

民生費 
17億2627万円 
（24.2%） 

衛生費 
5億6838万円（8.0%） 

土木費 
9億9604万円 
（14.0%） 

教育費 
11億6288万円 
（16.3%） 
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◆
佐
山
排
水
機
場
機
器
整
備
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
六
百
五
十
万
円
】 

佐
山
排
水
機
場
の
各
種
設
備
機
器
の
老
朽

化
に
と
も
な
い
、
更
新
等
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
下
津
屋
地
区
内
排
水
路
整
備
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
百
万
円
】 

地
区
内
排
水
路
等
の
改
修
整
備
を
計
画
的

に
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
新
市
街
地
整
備
事
業
 

　
　
　
　
　
【
一
億
三
千
七
百
七
十
万
円
】 

産
業
誘
導
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
新
市
街
地
整

備
事
業
を
は
じ
め
、
南
大
内
土
地
区
画
整
理

事
業
の
連
携
と
そ
の
支
援
策
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。
 

◆
公
共
交
通
町
内
巡
回
バ
ス
運
行
事
業
 

　
　
　
　
　
　
【
三
千
七
百
五
十
四
万
円
】 

町
内
公
共
交
通
網
の
充
実
と
住
民
の
交
通

利
便
性
向
上
の
た
め
、
町
内
巡
回
バ
ス
（
の

っ
て
こ
バ
ス
）
の
本
格
運
行
を
お
こ
な
い
ま

す
。
 

◆
道
路
改
良
お
よ
び
歩
道
の
整
備
 

　
　
　
　
　
　
【
九
千
七
百
九
十
二
万
円
】 

円
滑
で
安
全
な
道
路
交
通
体
系
を
確
立
す

る
た
め
、
道
路
整
備
・
歩
道
等
の
整
備
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

◆
水
と
緑
の
回
廊
整
備
事
業
【
七
百
万
円
】 

散
策
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
で
き
る
回
廊
と

し
て
、
都
市
下
水
路
の
管
理
用
通
路
を
整
備

し
、
う
る
お
い
空
間
の
創
出
を
図
り
ま
す
。
 

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
 

　
　
　
　
【
三
億
七
千
六
百
九
十
九
万
円
】 

快
適
な
生
活
環
境
と
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
を
図
る
た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
生
徒
指
導
対
策
加
配
教
諭
の
配
置
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
八
十
万
円
】 

久
御
山
中
学
校
に
生
徒
指
導
の
加
配
教
諭

を
配
置
し
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

◆
東
角
小
学
校
北
校
舎
内
部
改
修
工
事
〈
新
〉 

　
　
　
　
　
　
　
【
一
億
一
千
五
百
万
円
】 

東
角
小
学
校
北
校
舎
の
内
部
改
修
工
事
を

お
こ
な
い
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図

り
ま
す
。
 

◆
御
牧
幼
稚
園
保
育
室
増
築
改
修
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
【
七
千
八
百
五
十
万
円
】 

御
牧
幼
稚
園
で
の
幼
保
一
体
化
、
就
学
前

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保
育
室
等
の
増

築
、
改
修
を
お
こ
な
い
、
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
を
図
り
ま
す
。
 

◆
久
御
山
中
学
校
耐
震
補
強
改
築
工
事
設
計

業
務
〈
新
〉
　
　
　
【
三
千
六
百
万
円
】 

久
御
山
中
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
・
充

実
を
図
る
た
め
、
耐
震
補
強
・
改
築
工
事
の

実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
教
室
環
境
改
善
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
千
二
百
万
円
】 

小
学
校
の
教
室
に
扇
風
機
を
取
り
付
け
、

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

◆
外
国
青
年
招
致
事
業
・
国
際
理
解
教
育
の

実
施
　
　
　
【
一
千
六
百
五
十
九
万
円
】 

英
語
学
習
の
充
実
の
た
め
、
久
御
山
中
学

校
へ
の
派
遣
を
は
じ
め
、
一
校
区
に
一
人
の

外
国
人
講
師
を
配
置
し
、
低
年
齢
か
ら
生
き

◆
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
負
担
金
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
【
一
億
八
千
四
百
三
十
万
円
】 

国
営
事
業
で
お
こ
な
わ
れ
た
巨
椋
池
排
水

機
場
の
全
面
改
修
費
に
か
か
る
応
分
の
負
担

金
の
繰
上
げ
償
還
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
巨
椋
池
排
水
機
場
管
理
協
議
会
負
担
金
 

　
〈
新
〉
　
　
【
一
千
八
百
七
十
六
万
円
】 

巨
椋
池
排
水
機
場
の
維
持
管
理
経
費
の
応

分
の
負
担
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
「
く
み
や
ま
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
作
成
事
業
 

　
〈
新
〉
　
　
　
　
　
　
【
四
十
七
万
円
】 

町
内
観
光
情
報
や
産
業
情
報
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
「
く
み
や
ま
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
刷
新

し
ま
す
。
 

◆
農
産
物
直
売
所
運
営
事
業
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
十
万
円
】 

農
産
物
の
久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
直
売
所
の
運
営
経
費
に
対
し
、

一
定
の
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
三
十
万
円
】 

久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
の
野
菜
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
ビ
ニ
帯
、
出

荷
袋
等
の
作
成
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
 

◆
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支

援
事
業
補
助
金
　
　
　
【
九
十
六
万
円
】 

農
地
お
よ
び
農
業
用
水
路
等
の
農
村
環
境

保
全
向
上
に
関
す
る
地
域
住
民
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
総
合
的
・
一
体
的
な
活
動
支
援

を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
産
地
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
千
万
円
】 

水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
産
地
づ
く
り
対
策
事
業
に
対
し
、
町
の

実
態
に
即
し
た
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
企
業
立
地
促
進
助
成
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
千
百
五
十
万
円
】 

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
町
外
か
ら
の
転

入
企
業
や
町
内
で
の
移
転
、
新
増
設
企
業
に

対
し
、
町
独
自
の
助
成
を
お
こ
な
い
企
業
立

地
と
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
 

◆
Ｋ
Ｅ
Ｓ
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
事
業
支
援
助

成
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
万
円
】 

中
小
企
業
者
の
競
争
力
や
信
頼
、
環
境
問

題
に
配
慮
し
た
企
業
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

Ｋ
Ｅ
Ｓ
ま
た
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
 

◆
商
工
会
館
用
地
取
得
事
業
 

　
　
　
　
【
一
億
二
千
七
百
六
十
九
万
円
】 

城
南
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
し
た
商

工
会
館
用
地
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
買
戻
し

を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
中
小
企
業
者
資
金
借
入
れ
保
証
料
補
給
お

よ
び
利
子
補
給
　
　
　
【
八
千
百
万
円
】 

中
小
企
業
経
営
の
安
定
の
た
め
に
、
必
要

な
資
金
の
融
資
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の

融
資
に
係
る
保
証
料
と
利
子
の
一
部
を
補
給

し
ま
す
。
 

農
地
等
の
資
源
保
全
や
 

く
み
や
ま
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
 

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
 

活
力
を
創
造
す
る
産
業
づ
く
り
 

幼
保
一
体
化
に
向
け
た
御
牧
幼
稚
園
の
 

増
築
や
生
徒
指
導
対
策
教
諭
の
配
置
 

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
 

　
力
を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
 

お
ぐ
ら
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◆
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
床
面
補
修

工
事
〈
新
〉
　
　
【
七
百
八
十
八
万
円
】 

総
合
体
育
館
の
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
床
面
補
修
を
実
施

し
ま
す
。
 

◆
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
指
定
管
理
料
 

　
　
　
　
【
一
億
六
千
二
百
三
十
六
万
円
】 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
効
率
的
な
運
営
を
図
り
ま

す
。
 

◆
図
書
館
蔵
書
等
購
入
　
【
一
千
百
万
円
】 

図
書
資
料
、
蔵
書
等
の
計
画
的
な
購
入
を

お
こ
な
い
図
書
館
の
充
実
、
利
用
の
促
進
を

図
り
ま
す
。
 

◆
社
会
教
育
事
業
（
い
き
が
い
大
学
・
各
種

講
座
等
）
　
　
　
【
三
百
六
十
八
万
円
】 

生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
い
き
が
い
大

学
な
ど
を
開
催
し
、
住
民
の
社
会
教
育
お
よ

び
生
涯
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
二
十
三
万
円
】 

男
女
平
等
と
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
具
体
的
な
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

た
英
語
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
国
際
理
解
教

育
を
推
進
し
ま
す
。
 

◆
教
育
相
談
事
業
（
ゆ
う
ホ
ー
ル
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
六
百
四
十
六
万
円
】 

ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
に
相
談
員

を
配
置
し
、
教
育
相
談
業
務
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
 

◆
食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
十
二
万
円
】 

食
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
を
養
成
し
、

住
民
の
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。
 

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
【
九
千
八
百
九
十
六
万
円
】 

少
子
対
策
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、
乳
幼

児
が
遊
び
集
え
る
拠
点
施
設
の
整
備
を
図
り

ま
す
。
 

◆
子
育
て
支
援
医
療
費
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
【
四
千
百
七
十
五
万
円
】 

小
学
校
六
年
生
ま
で
の
医
療
費
（
通
院
お

よ
び
入
院
と
も
）
に
対
し
、
自
己
負
担
額
の

全
額
を
助
成
し
ま
す
。
（
一
医
療
機
関
二
百

円
／
月
は
除
く
）
 

◆
保
育
所
耐
震
診
断
の
実
施
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
百
万
円
】 

保
育
所
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
安
全
で

安
心
な
施
設
の
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
相
談
支
援
事
業
〈
新
〉【
二
百
五
十
万
円
】 

障
害
者
・
障
害
児
の
個
人
の
能
力
お
よ
び

適
正
に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
の
特
性
や
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
相
談

事
業
を
和
音
く
み
や
ま
作
業
所
に
委
託
し
ま

す
。
 

◆
障
害
者
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
事
業〈
新
〉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
二
万
円
】 

障
害
者
自
立
支
援
法
を
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
の
改
善
策
と
し
て
、
事
業
所
運
営
円
滑

化
補
助
や
施
設
入
所
者
就
労
意
欲
推
進
補
助

な
ど
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
が
お

く
れ
る
よ
う
一
定
の
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
健
康
く
み
や
ま
21
推
進
事
業【
百
九
万
円
】 

「
健
康
く
み
や
ま
21
」
の
啓
発
を
目
的
と

し
た
「
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
「
ゆ
る

体
操
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の

食
生
活
の
改
善
な
ど
健
全
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
対
応
し
た
食
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

◆
基
本
健
康
診
査【
二
千
七
百
五
十
四
万
円
】 

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
お
よ
び
健
康
保

持
と
適
切
な
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
、
基

本
健
康
診
査
、
結
核
検
診
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
各
種
が
ん
検
診
事
業【
九
百
五
十
四
万
円
】 

五
十
五
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
と
す
る
前

立
腺
ガ
ン
検
診
を
は
じ
め
、
各
種
の
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
子
育
て
支
援
（
つ
ど
い
の
広
場
等
）
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
六
十
六
万
円
】 

「
つ
ど
い
の
広
場
」
「
み
る
く
サ
ロ
ン
」

な
ど
総
合
的
、
計
画
的
な
少
子
化
対
策
や
子

育
て
支
援
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

◆
児
童
相
談
員
の
配
置
　
【
四
十
五
万
円
】 

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、
児
童
虐
待
な
ど

の
相
談
に
対
し
、
専
門
員
を
配
置
し
て
児
童

相
談
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

◆
小
学
校
・
中
学
校
学
級
費
・
修
学
旅
行
費
・

校
外
活
動
費
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
【
一
千
四
百
七
十
万
円
】 

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学

校
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
費
等
に
対
し
、
一

定
の
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
歯
科
医
療
費
扶
助
　
　
　
【
三
百
万
円
】 

小
学
校
六
年
生
ま
で
の
歯
科
治
療
に
か
か

る
自
己
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。
 

◆
福
祉
医
療
給
付【
二
千
九
百
八
十
五
万
円
】 

六
十
五
歳
未
満
の
重
度
障
害
者
お
よ
び
母

子
家
庭
に
対
し
、
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。
 

◆
児
童
手
当
給
付
 

　
　
　
　
　
【
一
億
四
千
五
百
四
十
万
円
】 

小
学
校
六
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
児

童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
 

◆
介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
料
助
成

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
百
万
円
】 

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
諸
事
業
の
利
用
者
に

対
し
、
町
独
自
の
利
用
料
の
負
担
軽
減
を
図

り
ま
す
。
 

◆
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
百
十
六
万
円
】 

生
活
支
援
高
齢
者
に
対
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
委
託
し
ま
す
。
 

◆
運
動
指
導
事
業
（
い
き
い
き
ホ
ー
ル
出
張

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
千
八
百
八
万
円
】 

四
十
歳
以
上
の
住
民
の
健
康
維
持
・
推
進

を
図
る
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
等
を

活
用
し
た
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
運

動
指
導
事
業
を
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
六
十
歳
以
上
の
住
民
の
介
護

予
防
対
策
と
し
て
、
町
内
の
各
地
域
に
出
張

し
て
、
利
用
で
き
る
機
会
を
設
け
、
運
動
指

導
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

◆
移
動
支
援
事
業
　
　
　
　
【
三
千
万
円
】 

障
害
者
の
社
会
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
外

総
合
体
育
館
の
床
面
補
修
や
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
 

お
互
い
を
尊
重
し
、
豊
か
な
 

文
化
あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
 

運
動
指
導
事
業
の
実
施
 

結
び
合
い
が
支
え
る
 

　
　
　
福
祉
と
健
康
づ
く
り
 

特
別
会
計
・
企
業
会
計
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出
お
よ
び
余
暇
活
動
な
ど
の
際
に
介
護
を
委

託
し
ま
す
。
 

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
助
成
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
百
五
十
七
万
円
】 

低
所
得
者
等
に
対
し
障
害
者
自
立
支
援
法

に
か
か
る
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
 

◆
障
害
者
介
護
給
付
 

　
　
　
　
　
【
一
億
一
千
七
百
八
十
万
円
】 

障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
よ
る
、
障
害
程

度
が
一
定
以
上
の
人
に
生
活
ま
た
は
療
養
に

必
要
な
介
護
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
費
補

助
金
　
　
　
　
　
【
二
千
二
十
八
万
円
】 

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
給
付
を
受
け
る

六
十
五
歳
以
上
の
重
度
障
害
者
に
対
し
、
医

療
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

◆
母
子
療
育
教
室
の
実
施【
三
百
八
十
万
円
】 

親
子
通
所
訓
練
に
よ
り
、
就
学
前
の
軽
度

発
達
障
害
の
幼
児
の
発
達
を
促
す
母
子
療
育

教
室
の
運
営
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。
 

◆
古
川
水
防
倉
庫
整
備
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
百
万
円
】 

消
防
団
の
古
川
水
防
活
動
の
迅
速
化
を
図

る
た
め
、
水
防
活
動
資
機
材
備
蓄
用
の
倉
庫

を
設
置
し
ま
す
。
 

◆
避
難
実
施
要
領
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成〈
新
〉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
十
三
万
円
】 

災
害
時
の
避
難
基
準
等
を
策
定
し
、
避
難

要
領
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。
 

◆
犬
の
ふ
ん
害
防
止
・
モ
ラ
ル
向
上
活
動
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
十
五
万
円
】 

犬
の
ふ
ん
害
防
止
の
た
め
、
飼
い
主
へ
の

正
し
い
飼
い
方
の
モ
ラ
ル
の
向
上
を
啓
発
す

る
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
再
生
資
源
集
団
回
収
事
業
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
百
九
十
万
円
】 

ご
み
の
再
利
用
と
減
量
を
図
る
た
め
、
各

種
団
体
の
古
紙
等
の
回
収
活
動
に
対
し
て
補

助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
ま
ち
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
十
万
円
】 

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、

各
校
区
の
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
支
援
し
ま
す
。
 

◆
消
防
団
の
活
動
支
援
 

　
　
　
　
　
　
【
一
千
五
百
八
十
九
万
円
】 

消
防
団
の
活
動
等
に
対
し
て
各
種
の
指
導

支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
交
通
安
全
施
設
整
備【
五
百
五
十
五
万
円
】 

交
通
安
全
の
確
保
の
た
め
、
交
通
安
全
灯

や
標
識
、
自
発
光
鋲
等
の
設
置
・
更
新
お
よ

び
補
修
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

 総
額
は
十
五
億
三
千
五
百
七
十
万
円
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
十
五
億
三
千
五

百
七
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

国
保
の
財
政
は
医
療
費
な
ど
の
増
加
で
、

よ
り
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
財
源

の
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
な

ど
、
住
民
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
に
八

億
九
千
五
十
万
円
、
被
保
険
者
の
健
康
増
進

の
た
め
の
健
康
教
室
の
開
催
や
人
間
ド
ッ
ク

健
診
の
助
成
な
ど
の
保
健
事
業
費
に
八
百
二

十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

  
総
額
は
七
百
万
円
 

三
郷
山
の
保
全
と
適
切
な
管
理
の
た
め
、

総
額
七
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
京
都
府
お
よ
び
城

南
衛
生
管
理
組
合
の
土
地
賃
貸
収
入
で
六
百

六
十
四
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
基
金
積
立
金
に
六
百
三
十
二

万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

  総
額
は
十
四
億
二
千
三
百
十
万
円
 

前
年
度
当
初
と
比
べ
一
億
一
千
三
百
六
十

万
円
（
八
・
七
㌫
）
増
の
十
四
億
二
千
三
百

十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

老
人
保
健
医
療
費
の
支
払
い
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
 

  
公
共
下
水
道
整
備
事
業
費
に
二
億
四
千
八
百

二
十
万
円
 

下
水
道
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
総
額

十
一
億
七
百
二
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用
料
で

四
億
九
千
五
百
万
円
、
国
庫
支
出
金
で
九
千

五
百
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
三

億
七
千
六
百
九
十
八
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
 

歳
出
で
は
、
公
共
下
水
道
整
備
事
業
費
に

二
億
四
千
八
百
二
十
万
円
を
計
上
し
、
下
津

屋
・
市
田
・
坊
之
池
・
野
村
・
島
田
地
区
な

ど
で
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

  保
険
給
付
費
に
七
億
三
千
三
百
七
十
七
万
円
 

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
介
護
保
険
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
、
七
億
九
千
三
十
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
一
億
四
千
九
百
九

十
一
万
円
計
上
し
た
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
で

一
億
六
千
五
百
八
十
四
万
円
、
支
払
基
金
交

付
金
で
二
億
二
千
九
百
五
十
一
万
円
な
ど
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
 

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
に
七

億
三
千
三
百
七
十
七
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
 

 
 支

出
総
額
は
、
七
億
二
千
八
百
二
十
八
万
円
 

収
入
で
は
、
水
道
料
金
等
で
六
億
一
千
二

百
九
十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

支
出
の
主
な
内
訳
は
、
水
道
事
業
を
遂
行

す
る
た
め
の
事
業
費
用
と
し
て
、
府
営
水
道

な
ど
か
ら
の
受
水
費
に
二
億
三
千
三
百
九
十

万
円
の
ほ
か
、
動
力
費
に
一
千
七
百
二
十
八

万
円
、
配
水
設
備
等
維
持
修
繕
費
と
し
て
一

千
八
百
九
十
九
万
円
、
配
水
管
の
増
設
や
改

良
工
事
に
一
億
一
千
九
百
四
十
二
万
円
、
ろ

過
ポ
ン
プ
更
新
工
事
に
二
百
六
十
三
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

避
難
実
施
要
領
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
 

作
成
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
推
進
 

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る
安
全
で
 

　
　
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
 

特
別
会
計
・
企
業
会
計

特
別
会
計
・
企
業
会
計
 

特
別
会
計
・
企
業
会
計
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政
府
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」

（
国
民
保
護
法
）
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
、

国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
を
定
め
ま

す
。
 

基
本
指
針
は
、
国
民
保
護
の
実
施
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
や
指
定
行
政
機
関
、
都
道

府
県
お
よ
び
指
定
公
共
機
関
が
作
成
す
る
国

民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
も
し
く
は
国
民
の

保
護
に
関
す
る
業
務
計
画
の
作
成
基
準
等
を

定
め
る
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
基
本
指
針
に
基
づ
き
、
指
定
行
政

機
関
の
長
お
よ
び
都
道
府
県
知
事
は
、
国
民

の
保
護
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
内
閣
総

理
大
臣
に
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

指
定
公
共
機
関
は
、
国
民
の
保
護
に
関
す

る
業
務
計
画
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に

報
告
し
ま
す
。
都
道
府
県
の
計
画
に
基
づ
き

作
成
さ
れ
る
市
町
村
の
国
民
の
保
護
に
関
す

る
計
画
は
、
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し
、
指

定
地
方
公
共
機
関
の
業
務
計
画
は
、
都
道
府

県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
の
国
民
の
保
護

に
関
す
る
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関

の
代
表
者
等
か
ら
な
る
国
民
保
護
協
議
会
に

諮
問
さ
れ
ま
す
。
 

国
民
保
護
法
に
も
と
づ
き
「
久
御
山
町
国

民
保
護
協
議
会
条
例
」
と
「
久
御
山
町
国
民

保
護
対
策
本
部
お
よ
び
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
条
例
」
を
平
成
18 
年
3
月
議
会
に
提
案
、

可
決
さ
れ
、
平
成
18 
年
4
月
１
日
か
ら
施
行

し
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
久
御
山
町
国
民
保
護
計
画
の
作

成
に
あ
た
っ
て
、
国
民
保
護
法
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
18 
年
5
月
31
日
に
久
御
山
町
国
民

保
護
協
議
会
（
会
長
‥
坂
本
町
長
）
に
、
町

長
が
諮
問
し
ま
し
た
。
 

東
西
冷
戦
の
終
結
か
ら
十
数
年
が
経
過
し

た
今
日
の
国
際
社
会
に
お
い
て
、
世
界
規
模

の
戦
争
が
発
生
す
る
危
険
性
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
紛
争
は
頻
発

し
て
お
り
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
大
量
破
壊
兵

器
の
拡
散
、
国
際
テ
ロ
組
織
の
存
在
が
重
大

な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
日
本
近
海
で
の
武
装
不
審
船
の
出

現
や
ア
メ
リ
カ
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
の
発
生

は
、
安
全
保
障
に
対
す
る
国
民
の
関
心
を
い

や
が
上
に
も
高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
日
本
に
対
す
る

武
力
攻
撃
と
い
う
最
も
重
大
な
国
家
の
緊
急

事
態
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
備
え
を

す
る
た
め
、
平
成
15 
年
6
月
に
、
「
武
力
攻

撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立

並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
（
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。）

が
成
立
し
ま
し
た
。
 

▽
事
態
対
処
法
と
は
 

こ
の
法
律
は
、
日
本
が
外
国
か
ら
武
力
攻

撃
を
受
け
た
と
き
の
対
処
に
つ
い
て
、
基
本

理
念
や
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
、
対

処
基
本
方
針
の
内
容
と
決
定
手
続
等
基
本
的

な
枠
組
み
を
定
め
る
と
と
も
に
、
今
後
整
備

す
べ
き
事
態
対
処
法
制
に
関
す
る
基
本
方
針

と
、
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
「
国
民
の
生

命
、
身
体
お
よ
び
財
産
の
保
護
、
国
民
生
活

等
へ
の
影
響
を
最
小
に
す
る
た
め
の
措
置
」、

「
自
衛
隊
や
米
軍
の
行
動
を
円
滑
か
つ
効
果

的
な
も
の
と
す
る
た
め
の
措
置
」
等
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
ま
し

た
。
 

国
民
保
護
計
画
を
作
成
 

国
民
保
護
計
画
を
作
成
 

町
で
は
、
国
民
保
護
協
議
会
を
設
置
し
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

い
て
、
住
民
の
生
命
や
身
体
ま
た
は
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要

な
、
国
民
の
保
護
に
関
す
る
措
置
を
審
議
い
た
だ
き
、
こ
の
ほ
ど
国

民
保
護
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
 

今
号
で
は
、
国
民
保
護
計
画
等
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
 

●警報の発令 
●避難措置の 
　指示 
●避難の指示 
●避難住民の 
　誘導 
　など 

●国、地方公 
　共団体等の 
　責務 
●国民の協力 
●基本指針・国 
　民保護計画・ 
　業務計画 
●国民保護協 
　議会 
●訓練 
　など 

●救援の指示 
●救援の実施 
●安否情報の 
　収集 
　など 

●武力攻撃災 
　害への対処 
●生活関連等 
　施設の安全 
　確保 
●消防 
●被災情報の 
　収集 
　など 

●国民生活の 
　安定 
●施設及び設 
　備の応急の 
　復旧 
　など 

●復旧 
●備蓄 
●財政上の措 
　置 
●緊急対処事 
　態に対処す 
　るための措 
　置 
　など 

武力攻撃に伴う 
被害の最小化 

避　難 救　援 

国　　　民　　　保　　　護　　　法 

第1章 第2章 第3章 第4章 第5章 
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国
民
保
護
法
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

い
て
武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
お

よ
び
財
産
を
保
護
し
、
国
民
生
活
等
に
お
よ

ぼ
す
影
響
を
最
小
に
す
る
た
め
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
指
定
公
共
機
関
等
の
責
務
を
は

じ
め
、
住
民
の
避
難
に
関
す
る
措
置
、
避
難

住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置
、
武
力
攻
撃

災
害
へ
の
対
処
等
の
措
置
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
事
態
対
処
法
と
相
ま
っ
て
、

国
全
体
と
し
て
万
全
の
態
勢
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
重
要
な
役
割

は
、「
避
難
」、「
救
援
」、「
武
力
攻
撃
に
伴
う

被
害
の
最
小
化
」
の
三
つ
の
柱
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

▽
避
難
 

日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
迫
っ
た
場
合
、

国
は
そ
の
情
報
を
把
握
し
、
国
民
に
警
報
を

発
令
し
ま
す
。
 

ま
た
、
国
は
、
避
難
の
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
場
合
は
、
避
難
措
置
の
実
施
に
つ
い
て

都
道
府
県
知
事
に
指
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

指
示
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
市
町

村
長
を
経
由
し
て
、
住
民
に
対
し
、
避
難
の

指
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

市
町
村
長
は
、
消
防
等
を
指
揮
し
、
避
難

住
民
の
誘
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

 
▽
救
援
 

国
は
、
避
難
し
た
後
の
住
民
の
生
活
を
救

援
す
る
た
め
避
難
先
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
に
対
し
、
救
援
に
関
す
る
措
置
を
講
じ

る
よ
う
に
指
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

都
道
府
県
知
事
は
、
対
策
本
部
か
ら
の
指

示
を
待
つ
間
が
な
い
と
き
は
、
指
示
を
待
た

な
い
で
救
援
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

▽
武
力
攻
撃
に
伴
う
被
害
の
最
小
化
 

国
は
、
地
方
公
共
団
体
と
協
力
し
て
、
武

力
攻
撃
に
伴
う
被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

 

▽
国
民
と
地
方
の
役
割
分
担
 

国
は
、
警
報
の
発
令
、
都
道
府
県
知
事
に

対
す
る
避
難
措
置
の
指
示
、
救
援
の
指
示
お

よ
び
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
に
か
か
る
指

示
や
生
活
関
連
等
施
設
の
安
全
確
保
、
危
険

物
質
等
に
か
か
る
武
力
攻
撃
災
害
の
発
生
防

止
、
放
射
性
物
質
等
に
よ
る
汚
染
の
拡
大
防

止
な
ど
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
 

都
道
府
県
は
、
市
町
村
長
を
経
由
し
て
住

民
に
対
す
る
避
難
の
指
示
を
お
こ
な
い
、
避

難
住
民
の
誘
導
の
支
援
、
避
難
住
民
等
の
救

援
、
緊
急
通
報
の
発
令
、
退
避
の
指
示
、
警

戒
区
域
の
設
定
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
武

力
攻
撃
災
害
の
防
除
ま
た
は
拡
大
の
防
止
な

ど
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

市
町
村
は
、
住
民
へ
の
警
報
の
伝
達
、
避

難
実
施
要
領
の
策
定
と
こ
れ
に
基
づ
く
住
民

の
避
難
の
誘
導
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
退

避
の
指
示
、
警
戒
区
域
の
設
定
等
武
力
攻
撃

災
害
に
か
か
る
応
急
措
置
、
消
防
活
動
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

町
の
計
画
は
、
第
１
編
「
総
論
」、
第
2
編

「
平
素
か
ら
の
備
え
や
予
防
」、
第
3
編
「
武

力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
」、
第
4
編
「
復
旧

等
」、
第
5
編
「
緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処
」

か
ら
構
成
さ
れ
、
定
め
た
主
な
事
項
は
、
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
の
総
合
的
な
推
進
、

町
が
実
施
す
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
、

訓
練
な
ら
び
に
物
資
の
備
蓄
、
国
民
の
保
護

の
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
等

で
す
。
 

※
計
画
の
全
文
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
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◎
東
ル
ー
ト
 

大
幅
に
運
行
ル
ー
ト
を
見
直
し
、
佐
古
↓
林
↓

栄
↓
佐
山
↓
下
津
屋
を
循
環
し
て
ジ
ャ
ス
コ
へ
向

か
い
、
そ
こ
か
ら
荒
見
苑
を
経
由
し
て
役
場
へ
の

往
復
と
い
う
ル
ー
ト
の
設
定
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
ル
ー
ト
に
よ
り
所
要
時
間
を
短
縮
し
て
い
ま
す
。
 

◎
西
ル
ー
ト
 

要
望
の
強
か
っ
た
運
行
時
間
帯
の
拡
大
を
行
い
、

１
往
復
（
2
便
）
を
増
や
し
ま
し
た
。
ル
ー
ト
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

   東
ル
ー
ト
は
、
始
発
便
が
「
佐
古
」
を
午
前
7

時
44
分
に
出
発
し
て
久
御
山
団
地
、
栄
地
区
、
佐

山
地
区
、
下
津
屋
地
区
を
通
り
、「
ジ
ャ
ス
コ
久
御

山
店
前
」
に
午
前
8
時
8
分
に
到
着
し
ま
す
。
こ

の
便
は
「
中
学
校
前
」
に
午
前
8
時
14 
分
に
到
着

し
ま
す
の
で
、
久
御
山
中
学
校
へ
の
通
学
に
大
変

便
利
で
す
。
さ
ら
に
お
帰
り
の
際
に
も
「
中
学
校

前
」
か
ら
は
、
午
後
5
時
49
分
ま
で
久
御
山
団
地

方
面
へ
の
便
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

西
ル
ー
ト
は
、
始
発
便
が
「
市
田
」
を
午
前
6

時
50
分
に
出
発
し
、「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」

を
経
由
し
て
御
牧
地
域
を
通
り
「
京
阪
淀
駅
」
に

午
前
7
時
18 
分
に
到
着
し
ま
す
の
で
、
淀
駅
か
ら

京
都
・
大
阪
へ
の
通
勤
等
に
便
利
で
す
。
お
帰
り

の
際
も
「
京
阪
淀
駅
」
午
後
7
時
１
分
の
便
ま
で

運
行
時
間
帯
を
拡
大
し
ま
し
た
。
 

両
ル
ー
ト
と
も
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
で

基
幹
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
京
阪
中
書
島
駅
・
近
鉄

大
久
保
駅
か
ら
、
京
都
や
大
阪
、
奈
良
へ
の
通
勤

等
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

   運
行
内
容
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
東
部
地
域
か

ら
商
業
施
設
へ
の
移
動
が
よ
り
身
近
に
な
り
ま
し

た
。
 

例
え
ば
、
今
ま
で
「
林
」
か
ら
「
ジ
ャ
ス
コ
久

御
山
店
前
」
ま
で
は
26
分
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

半
分
以
下
の
12 
分
で
到
着
す
る
な
ど
、
よ
り
利
用

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

    本
格
運
行
を
契
機
に
、
の
っ
て
こ
バ
ス
の
さ
ら

な
る
利
用
増
進
を
図
る
た
め
、
終
日
運
賃
が
無
料

と
な
る
「
バ
ス
の
日
」
を
毎
月
最
終
の
日
曜
日
に

設
定
し
ま
す
。
4
月
の
バ
ス
の
日
は
29
日
で
す
。
 

ま
た
、
今
年
度
、
の
っ
て
こ
バ
ス
の
利
用
者
が

10 
万
人
を
突
破
す
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
突
破
予

定
月
の
広
報
紙
で
無
料
乗
車
券
（
10 
万
人
突
破
月

に
１
回
の
み
有
効
）
を
配
布
し
ま
す
。
さ
ら
に
10 

万
人
突
破
日
を
当
て
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し
、
正
解

者
10 
名
に
バ
ス
カ
ー
ド
１
，
１
0
0
円
分
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
5
月
１
日
号
の
広
報
く
み
や
ま
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

    １
，
0
0
0
円
で
１
，
2
0
0
円
分
の
利
用
が

で
き
る
、大
変
お
得
な
巡
回
バ
ス
専
用
回
数
券（
１

5
0
円
券
8
枚
綴
り
）
を
、
引
き
続
き
、
の
っ
て

こ
バ
ス
車
内
や
都
市
計
画
課
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
販

売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
乗
継
券
を
発
行
し
て
、両
ル
ー
ト
を
結
ぶ「
ジ

ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
で
、
無
料
で
両
ル
ー
ト
の

乗
り
継
ぎ
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 巡
回
バ
ス
の
新
し
い
運
行
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
役
場
１
階
や
都
市
計
画
課
、

ゆ
う
ホ
ー
ル
、
の
っ
て
こ
バ
ス
車
内
な
ど
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
お
出
か
け
前
に
一
度
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
の
足
と
し
て
、

通
勤
・
通
学
の
交
通
手
段
と
し
て
、
ぜ
ひ
の
っ
て

こ
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

 

 新
た
な
運
行
内
容
は
大
き
く
次
の
と
お
り
で
す
。
 

通
勤
・
通
学
が
さ
ら
に
便
利
に
。
 

お
買
物
の
足
と
し
て
 

「
バ
ス
の
日
」
の
設
定
、
 

利
用
者
１０
万
人
突
破
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
 

お
得
な
専
用
回
数
券
・
東
西
 

ル
ー
ト
乗
継
券
を
引
き
続
き
発
行
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4
月
か
ら
居
宅
介
護
な
ど
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
負
担
上
限
月
額
が
低
所
得
者
を
対
象
に
、
お
お

む
ね
4
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
①
・
②
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人
で
す
。
 

①
申
請
者
と
同
居
の
親
族
等
が
居
住
用
と
し
て
い

る
土
地
、
建
物
以
外
の
固
定
資
産
を
有
し
な
い

こ
と
。
 

②
申
請
者
が
単
身
者
の
場
合
は
、
そ
の
預
貯
金
等

の
額
が
5
0
0
万
円
以
下
、
同
居
の
家
族
が
あ

る
場
合
は
、
申
請
者
と
家
族
の
預
貯
金
等
の
合

計
額
が
１
，
0
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。
 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
住
民
税
の
所
得
割
4
万
円
以

下
に
限
ら
れ
て
い
た
軽
減
対
象
を
所
得
割
10 
万
円

ま
で
引
き
上
げ
、
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。
 

下
図
参
照
 

  
・
移
動
支
援
事
業
 

身
体
障
害
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
あ
る
人

で
屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
人
に
、
外
出
の
た
め

の
支
援
を
お
こ
な
い
、
余
暇
活
動
や
社
会
参
加
を

応
援
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
通
勤
や
営
業
活
動
な
ど
の
経
済
活
動
、

一
日
以
上
に
わ
た
る
外
出
や
社
会
通
念
上
適
当
で

な
い
外
出
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

・
日
中
一
時
支
援
事
業
 

地
域
で
生
活
す
る
障
害
の
あ
る
人
を
一
時
的
に

預
か
り
、
日
中
活
動
の
場
や
生
活
訓
練
の
提
供
を

お
こ
な
い
、
日
常
的
に
介
護
し
て
い
る
家
族
の
一

時
的
な
休
息
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
対
象
は
身
体

障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
で
す
。
 

 
・
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
 

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
重
度
の
障
害
の
あ
る

人
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
用
具
や
機
器
を
給
付

ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。
用
具
に
よ
り
支
給
対
象
者

が
異
な
り
ま
す
。
 

 以
上
の
事
業
の
自
己
負
担
は
、
町
の
定
め
た
基

準
額
の
5
㌫
で
す
。
自
己
負
担
の
上
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
、

社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
 

聴
覚
障
害
者
（
ろ
う
・
中
途
失
聴
・
難
聴
者
等
）

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た
め
、
手

話
通
訳
や
要
約
筆
記
の
で
き
る
人
を
派
遣
し
ま
す
。

会
議
な
ど
で
必
要
な
場
合
は
、
主
催
者
ま
た
は
利

用
者
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

 

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活
動
を

さ
れ
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
お
渡

し
し
ま
す
。
利
用
券
は
、
4
月
１
日
か
ら
町
と
契

約
す
る
京
都
府
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
利
用
さ
れ

る
時
に
使
用
で
き
ま
す
。
 

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
・
下
肢
・
体
幹
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小

腸
）
１
級
か
ら
3
級
の
人
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」

の
人
　
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
社
会

福
祉
課
へ
。
 

  
自
立
支
援
法
の
本
格
施
行
に
と
も
な
い
、
補
装

具
の
給
付
が
原
則
１
割
負
担
と
な
り
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の
重
複
利
用
者
の
負
担
が
重
く

な
ら
な
い
よ
う
に
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
て
、
町
で
は
、
補
装
具
の
自
己
負
担
の

補
助
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
18 
年
度

に
給
付
し
た
補
装
具
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
請
が
ま
だ
の
人
は

4
月
20
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   昨
年
10 
月
か
ら
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

新
規
・
更
新
申
請
に
写
真
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

申
請
時
に
必
要
書
類
と
と
も
に
、
3
箇
月
以
内

に
正
面
か
ら
写
し
た
写
真
（
縦
4
㌢
、
横
3
㌢
）

１
枚
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

　
　
1
0
7
5
（
6
4
１
）
１
8
１
5
ま
た
は
町

社
会
福
祉
課
へ
。
 

　
昨
年
１０
月
か
ら
自
立
支
援
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
障
害
者
福
祉
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
ま
し
た
。
 

　
今
号
で
は
、
4
月
の
自
己
負
担
上
限
額
の
改
正
と
町
の
障
害
者
施
策
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

障
害
者
 

福

祉

制

度

 

障
害
者
 

福

祉

制

度

 
利
用
者
負
担
の
軽
減
策
と
 

地
域
生
活
支
援
事
業
 

利
用
者
負
担
の
軽
減
策
と
 

地
域
生
活
支
援
事
業
 

年間収入が80万円以下 

 

 

上記以外 

所得割4万円未満 

所得割10万円未満 

所得割10万円以上 

0円 

3,750円 

3,750円 
 

6,150円 

9,300円 
 

37,200円 

0円 

15,000円 

 

24,600円 

 

 

37,200円 

 

0円 

3,750円 

 

6,150円 

 

9,300円 
 

37,200円 

生　活　保　護 

上記以外で年間収入が障 
害基礎年金１級と特別障 
害者手当のみ 

市町村民 
税非課税 
世帯 

市町村民 
税課税世 
帯 

4月1日からの障害福祉サービス自己負担上限月額 

世帯の所得階層区分 
国の軽減措 
置対象　　 

国の軽減措 
置対象外　 

久御山町・ 
京都府制度 
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公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
域
の
ご
家
庭
や

事
業
所
な
ど
は
、
便
所
を
水
洗
化
し
、
生
活
排
水

と
と
も
に
、
公
共
下
水
道
管
に
接
続
す
る
排
水
設

備
工
事
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
道
が
使
用

可
能
に
な
っ
た
日
か
ら
、
く
み
取
り
式
便
所
は
3

年
以
内
、
浄
化
槽
設
置
便
所
は
6
ヵ
月
以
内
に
お

こ
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け

た
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
（
１
0
9
業
者
を
指

定
）
で
な
い
と
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
 

   町
で
は
、
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
域
の

ご
家
庭
が
、
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
排
水
設
備
工

事
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
町
内
の
金
融
機

関
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
 

★
融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人
 

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
人
で
す
。
（
工
場
や
事
業
所
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）
 

①
公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
っ
た
日
か
ら
3

年
以
内
で
あ
る
こ
と
。
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

独
立
し
た
生
計
を
営
ん
で
い
る
こ
と
。
 

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。
 

③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
。
 

④
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

こ
と
。
 

⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、
返
済
能
力
の
あ

る
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る
こ
と
。
 

融
資
の
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で
１
0
0

万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）
 

融
資
期
間
／
84
ヵ
月
（
7
年
）
以
内
（
6
ヵ
月
単

位
）
 

融
資
利
率
／
年
利
１
・
0
㌫
 

償
還
方
法
／
元
利
均
等
月
賦
償
還
 

利
子
補
給
／
融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
5
年
を
限

度
に
全
額
補
給
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
／
工
事
契
約
の
と
き
、
排
水
設
備
指
定

工
事
業
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

  
下
水
道
使
用
料
は
水
道
使
用
水
量
に
よ
っ
て
算

定
し
、
2
ヵ
月
ご
と
（
偶
数
月
）
に
水
道
料
金
と

一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

  下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的
に
排

水
設
備
の
「
ま
す
」
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、「
ま
す
」
の
上
に
も
の
な
ど
を
置
か
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

森
の
一
部
 

下水道が使用できる区域 

新たに下水道が使用できるようになった区域 

快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
、
昭
和
５７
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
公
共

下
水
道
事
業
。
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
１３
・
8
㌶
の
地
域
で
公
共
下
水
道
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

新
し
く
使
用
で
き
る
区
域
は
、
島
田
・
森
・
下
津
屋
な
ど
の
一
部
の
地
域
で
す
。

今
回
と
合
わ
せ
る
と
使
用
で
き
る
区
域
は
3
9
6
・
9
㌶
と
な
り
、
全
体
計
画
面

積
の
約
７７
・
7
㌫
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
 

島
田
・
下
津
屋
等
の
一
部
 

下水道で 
　きれいな川と 
　　　　環境づくり 

スマッシー 

14
広報くみやま 平成19年4月1日 



 
 
町では、中小企業者のみなさんの経

営の安定と育成を図るため、町中小企
業低利融資制度（略称「マル久」）や
中小企業融資利用者の負担を軽減する
ため各種融資制度に係る保証料補給お
よび利子補給をおこなっています。 
また、4月1日から、制度の一部を

変更します。 
変更内容（変更前） 
融資利率：2.3㌫（2.0㌫） 
返済方法：元金均等（元利均等） 
連帯保証人：法人代表者以外不要 

※下表参照 
 
 
 
町内の中小企業者が開発・製作され

た製品等を、公的機関等が開く展示会
等に出展されたとき、出展および移送
にかかる経費の一部を助成します。 
助成率は、助成対象経費の2分の1

以内で、上限400,000円です。 
 
 
 
町では、勤労者の住生活の向上を図

るため、自ら居住する住宅の新築・購
入・増改築等の資金融資をおこなって
います。 
融資限度額／500万円以下 
融資期間等／150万円以下（10年以内・

無担保）150万円超える（15年以
内・有担保） 

融資利率／1.98㌫ 
返済方法／元利均等払い 
 

 
 
 
町内企業の競争力や信頼を高めて取

引の拡大を図り、環境問題に配慮した
企業活動を促進するため、京のアジェ
ンダ21フォーラムのKESや環境管理
の国際規格であるISO14000シリー
ズの認証取得をする際に要する経費の
一部を助成します。 
◆対象企業 
町内に事業所がある中小企業で町税

を完納していること 
◆対象事業 
・京のアジェンダ21フォーラム「KE 
　S」の認証取得 
・ISO14000シリーズの認証取得 
※いずれも平成18年4月1日以降に認
証取得されたもので、取り組みから
2年以内に認証取得できたものに限
ります。 

◆助成金額 
助成対象経費の2分の1に相当する

金額でKESステップ1は50,000円、
KESステップ2およびISO14000シリ

ーズは150,000円を限度とします。 
なお、助成金の交付については、一
企業につきいずれか1回限りとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
京都府の育児休業資金融資を受けら
れた人の融資に係る保証料と育児休業
期間中に支払った利子の全額を補給し
育児の支援をおこないます。 
〔参考〕 
育児休業資金融資（育児休業の取得
により、休業期間中に要する資金） 
・融資限度額　100万円 
・融資期間　　6年 
・融資利率　　1.7㌫ 
 
問い合わせ／産業課 

町中小企業低利融資（略称「マル久」） 
融資利率：年2.3㌫ 
融資期間：運転資金5年 
　　　　　設備資金7年 

運　転　資　金 

設　備　資　金 

運転・設備併用 

内　　容 

2,000万円 

3,000万円 

3,000万円 

1／2 

2年 

1／2 

1／2 

3年 

融
資
限
度
額
 

国民生活金融公庫小企業等経営改善資金融資 
国民生活金融公庫金融環境変化対応貸付融資 

項　　　目 融　資　制　度　名 

小規模企業おうえん融資（ステップアップ枠を除く） 

成長促進融資（開業促進） 

京
都
府
 

事業主・勤労者のみなさんへ 
　産業の発展と町内企業の 

育成や勤労者の福祉のため、 

いろいろな融資・助成制度 

を設けています。お気軽に 

ご活用ください。 

信用保証料補給 

利子補給　2.0％ 

信用保証料補給 

信用保証料補給 

利子補給　1.4％ 
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椿寺として知られる佐山の浄安寺で、恒例の椿展が開か

れています。 

境内には、約240種のツバキがあり、門外不出の逸品

といわれる「浄安寺椿」をはじめ、織田信長の弟で茶人の

有楽斎が愛した「有楽椿」、茶人に最も尊ばれる「加茂本

阿弥椿」など、それぞれに由来があるものも多くあり、花

の色も紅や白、ピンクなどさまざまです。 

今年は、暖冬の影響で開花が早く、遅咲きの品種も次々

に開花し、訪れる人の目を楽しませています。 

本堂では、見ごろを迎えたツバキ50種以上を切り花に

して、山吹や紅梅、茶の木などの添え木とともに生けられ、

一般公開されています。 

また、このツバキを生ける花瓶は、清水焼や備前焼、信

楽焼、宇治の朝日焼、中国の景徳鎮などが使われ、器を楽

しむこともできます。 

この椿展は、4月9日bまで開かれています。観覧時間

は午前9時から午後5時までで、入場は無料です。 

　2月24日、ゆうホールで男女共同参画フェスティバル

が開かれ、子育て支援について考える講演やパネルディス

カッション、親子で楽しめる催しなどに住民ら約100人

が参加しました。 

第1部では、厚生労働省雇用均等・児童家庭局の小林洋

子さんから、「地域で育む子育て支援」と題して、結婚や

出産に関する意識調査結果や出生率の低下、少子化対策な

どについて講演がおこなわれました。 

第2部のパネルディスカッションでは、「子育てをみん

なで支える社会づくり、地域ぐるみで子育てを」をテーマ

に、小林さんと町教育委員長の依田博さん、子育てサーク

ル代表の松　咲子さん、保育所保護者の中村彩子さん、町

商工会副会長の土橋孝さんが、より良い社会を築くために

はどうすべきか、それぞれの立場から熱心に意見を述べら

れ、参加者も聞き入

っていました。 

また、この日は、

フランス生まれの造

型遊具「カプラ」や

女性の船久御山ブロ

ック、あすなろグル

ープのコーナー、町

PTAの模擬店、腹

話術、絵本の読み聞

かせなど多彩な催し

が開かれ、大人から

子どもまで多くの人

が楽しみました。 

ゆうホール 浄安寺（佐山） 

男女共同参画フェスティバル 

地域で育む子育て支援 

椿展 

かれんに咲き競う 

熱心に話すパネリストのみなさん かれんなツバキが並ぶ椿展 

つばき 

けいとくちん 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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松本　彩花ちゃん 
まつもと　あや か 

（平成16年11月22日生） 
いつも元気な彩花、これからものび

のび大きく健やかに。 

林　父　弘之さん・母　薫さん 

みんなで楽しく手遊び 佐山幼稚園の授与式 

町内の3幼稚園で3月16日、修了証書授与式がおこな

われ、御牧幼稚園16人、佐山幼稚園29人、東角幼稚園

21人の計66人が楽しい思い出が詰まった園舎をあとにし

ました。 

また、佐山幼稚園と東角幼稚園では、保育所分園の園児

51人にも修了証書が授与されました。 

子どもたちは、遠足や運動会、友達や先生との思い出を

胸に、4月からは小学生として羽ばたいていきます。 

荒見苑 

ほのぼの交流会 

世代をこえて交流 楽しい思い出を胸に卒園 

修了証書授与式 
町内3幼稚園 

　3月15日、荒見苑で高齢者と乳幼児、保護者らが世代

をこえて一緒に遊び、交流を深めようと、親子サロンの参

加者と老人クラブ連合会女性部の「ほのぼの交流会」がお

こなわれ、約80人が参加しました。 

子どもたちは、高齢者からお手玉を教えてもらったり、

めだかの学校や犬のおまわりさんを歌ったりしました。最

後に、折り紙で作った小箱をプレゼントしてもらい、楽し

いひとときを過ごしました。 

2月1日から2月28日までの受付分（敬称略） 

山
本
　
敏
治
 

中
務
　
治
之
 

堤
　
　
勇
二
 

東
一
口
 

　
〃
 

佐
　
山
 

山
本
　
元
美
 

中
務
あ
ゆ
み
 

堤
　
　
恵
子
 

義
成
・
久
仁
子
 

貴
司
・
育
子
 

晶
一・
美
智
代
 

竹
志
・
佳
奈
 

卓
也
・
　
彩
 

吉
弘
・
純
子
 

伸
二
・
さ
な
え
 

幸
雄
・
美
紀
 

真
吾
・
優
美
 

章
宏
・
美
幸
 

仁
志
・
伸
美
 

健
二
・
好
子
 

重
人
・
園
子
 

北
川
顔
 

島
　
田
 

　
〃
 

野
　
村
 

佐
　
古
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

市
　
田
 

田
　
井
 

　
〃
 

下
津
屋
 

　
栄
 

　
内
　
稚
椛
 

斎
藤
　
大
貴
 

立
石
　
昊
暉
 

大
宮
　
理
心
 

松
本
　
陽
奈
 

粟
根
　
唯
歩
 

小
俣
　
風
吹
 

橋
本
　
穏
生
 

大
澤
　
慶
剛
 

豊
田
惇
三
郎
 

長
谷
川
晃
大
 

好
田
　
　
華
 

山
川
さ
ん
ご
 

　

わ
　

か
ば
 

だ
い
　

き
 

こ
う
　

き
 

ま
さ
　

し
 

　

ひ
　
な
 

　

ゆ
　
ほ
 

　

ふ
　

ぶ
き
 

し
ず
　

き
 

け
い
　

ご
 

し
ゅ
ん
ざ
ぶ
ろ
う
 

こ
う
　

た
 

　
　
は
な
 

 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
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2007 Kumiyama

2007 Kumiyama2007 Kumiyama

普通救命講習会 
（3月11日・役場庁舎5階コンベンションホール） 

サイエンスクイ
ズ（3月11日・ゆ

うホール） 

やましろ合唱フェスティバル （3月11日・中央公民館） 



町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
安
全
な
水
道
水

を
安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に
、
水
道
法

に
基
づ
い
た
水
質
検
査
を
定
期
的
に
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
 

平
成
18 
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。
 

ま
た
、
平
成
19 
年
度
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
計
画
書
（
全
文
）
は
、
水
道
課
の
窓
口

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

今
後
も
よ
り
一
層
、
安
全
で
安
定
し
た
水
質
管

理
に
努
め
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

  投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
の
期
日
前
投
票
所

で
投
票
日
前
日
の
4
月
7
日
g
ま
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
投
票
時
間
は
、
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
す
。
 

期
日
前
投
票
の
際
に
ご
記
入
い
た
だ
く
宣

誓
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

http://w
w
w
.tow
n.kum

iyam
a.kyoto.jp

 

  長
期
の
入
院
や
不
在
な
ど
で
、
投
票
で
き

な
い
次
の
人
は
、
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ

さ
い
。
 

①
仕
事
先
・
旅
行
先
な
ど
名
簿
登
録
地
以
外

に
い
る
人
 

②
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
て
い
る

人
 

③
選
挙
期
日
に
は
満
20
歳
を
迎
え
る
が
、
投

票
を
お
こ
な
う
日
に
、
ま
だ
20
歳
に
到
達

し
な
い
人
 

問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 

（
広
報
行
政
課
内
）
 

京
都
府
議
会
議
員
 

一
般
選
挙
 

投
票
日
は
、
4
月
8
日
で
す
 

一般細菌 
大腸菌 
カドミウム及びその化合物 
水銀及びその化合物 
セレン及びその化合物 
鉛及びその化合物 
ヒ素及びその化合物 
六価クロム化合物 
シアン化物イオン及び塩化シアン 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 
フッ素及びその化合物 
ホウ素及びその化合物 
四塩化炭素 
１,４-ジオキサン 
１,１-ジクロロエチレン 
シス-1,2-ジクロロエチレン 
ジクロロメタン 
テトラクロロエチレン 
トリクロロエチレン 
ベンゼン 
クロロ酢酸 
クロロホルム 
ジクロロ酢酸 
ジブロモクロロメタン 
臭素酸 
総トリハロメタン 
トリクロロ酢酸 
ブロモジクロロメタン 
ブロモホルム 
ホルムアルデヒド 
亜鉛及びその化合物 
アルミニウム及びその化合物 
鉄及びその化合物 
銅及びその化合物 
ナトリウム及びその化合物 
マンガン及びその化合物 
塩化物イオン 
カルシウム・マグネシウム等（硬度） 
蒸発残留物 
陰イオン界面活性剤 
ジェオスミン 
2-メチルイソボルネオール 
非イオン界面活性剤 
フェノール類 
有機物（全有機炭素の量） 
ＰＨ値 
味 
臭気 
色度 
濁度 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50

検出せず 
検出せず 
0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.005未満 
0.001未満 
0.52 
0.08 
0.02未満 
0.0002未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.003 
0.001未満 
0.002未満 
0.008 
0.004未満 
0.003 
0.001未満 
0.02 
0.02未満 
0.005 
0.005未満 
0.008未満 
0.005未満 
0.07 
0.03未満 
0.01未満 
20 

0.005未満 
13.3 
41.1 
116 

0.02未満 
0.000001未満 
0.000001未満 
0.005未満 
0.0005未満 
0.7 
7.34 
異常なし 
異常なし 
1未満 
0.1未満 

検出せず 
検出せず 
0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.005未満 
0.001未満 
0.43 
0.08 
0.02未満 
0.0002未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.002 
0.001未満 
0.002未満 
0.002 
0.004未満 
0.001 
0.001未満 
0.01 
0.02未満 
0.002 
0.005未満 
0.008未満 
0.005未満 
0.03 
0.03未満 
0.01未満 
13 

0.005未満 
11.2 
37.9 
100 

0.02未満 
0.000001未満 
0.000001未満 
0.005未満 
0.0005未満 
0.5 
7.11 
異常なし 
異常なし 
1未満 
0.1未満 

検出せず 
検出せず 
0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.005未満 
0.001未満 
0.48 
0.08 
0.02未満 
0.0002未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.002 
0.001未満 
0.002未満 
0.005 
0.004未満 
0.002 
0.001未満 
0.015 
0.02未満 
0.004 
0.005未満 
0.008未満 
0.005未満 
0.04 
0.03未満 
0.01未満 
16 

0.005未満 
12.2 
39.0 
109 

0.02未満 
0.000001未満 
0.000001未満 
0.005未満 
0.0005未満 
0.6 
7.23 
異常なし 
異常なし 
1未満 
0.1未満 

100個／ｍｌ以下 
検出されないこと 
0.01以下 
0.0005以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.05以下 
0.01以下 
10以下 
0.8以下 
1以下 

0.002以下 
0.05以下 
0.02以下 
0.04以下 
0.02以下 
0.01以下 
0.03以下 
0.01以下 
0.02以下 
0.06以下 
0.04以下 
0.1以下 
0.01以下 
0.1以下 
0.2以下 
0.03以下 
0.09以下 
0.08以下 
1以下 
0.2以下 
0.3以下 
1以下 
200以下 
0.05以下 
200以下 
300以下 
500以下 
0.2以下 

0.00001以下 
0.00001以下 
0.02以下 
0.005以下 
5以下 
5.8-8.6 

異常でないこと 
異常でないこと 
5度以下 
2度以下 

検査項目 基準値（mg/Ｌ） 平均 最低 最高 
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  「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
か
ら
「
京
阪
中
書

島
」
ま
で
の
間
の
路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
国
道
1

号
に
で
き
ま
せ
ん
か
。
　
　
（
東
一
口
・
女
性
）
 

  「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
か
ら
「
京
阪
中
書

島
」
間
の
路
線
バ
ス
は
、
平
成
16 
年
の
運
行
開
始

当
初
は
、
第
二
京
阪
一
般
道
が
利
用
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
京
阪
中
書
島
方
面
へ
は
、
暫
定
的
に
国

道
１
号
を
運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17 
年
の

供
用
開
始
後
は
、
第
二
京
阪
一
般
道
を
使
っ
た
路

線
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
道
１
号
よ

り
も
定
時
性
が
確
保
で
き
る
た
め
で
す
の
で
ご
理

解
く
だ
さ
い
。
 

路
線
バ
ス
の
運
行
は
、
バ
ス
事
業
者
が
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
ご
意
見
を
バ
ス
事
業

者
に
伝
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   近
鉄
大
久
保
駅
発
と
京
阪
中
書
島
駅
発
の
久
御

山
方
面
行
き
の
路
線
バ
ス
を
23
時
台
に
1
便
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
京
阪
淀
駅
発
の
最
終
便
を
久

御
山
団
地
ま
で
延
長
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
も
1
時
間
に
1
本
と
か
発

車
時
刻
を
統
一
す
れ
ば
、
わ
か
り
や
す
く
て
い
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（
東
佐
山
団
地
・
男
性
）
 

  以
前
に
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
バ
ス
事
業
者

へ
内
容
を
伝
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

し
か
し
、
23
時
台
で
の
利
用
者
見
込
み
が
少
な

い
な
か
、
バ
ス
事
業
者
と
し
て
は
、
運
行
時
間
帯

を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
件
費
等
の
コ
ス

ト
が
か
か
る
な
ど
、
採
算
性
の
面
か
ら
判
断
し
、

現
在
の
と
こ
ろ
運
行
の
予
定
は
な
い
よ
う
で
す
。
 

町
と
し
て
は
、
運
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

た
な
利
用
者
を
得
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
バ
ス
事
業
者
に
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

ま
た
、
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
は
、
13 
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
と
お
り
、
4
月
か
ら
新
た
な
運
行
を
お
こ

な
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   図
書
館
の
蔵
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
（
島
田
・
男
性
）
 

  現
在
、
町
立
図
書
館
を
は
じ
め
、
府
内
の
公
共

図
書
館
の
蔵
書
が
「
京
都
府
図
書
館
総
合
目
録
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称K-libnet

）」（http://w
w
w
. 

Library.pref.kyoto.jp/

）
で
検
索
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
他
の
図
書
館
の
資
料
で
も
貸
し
出
し
が

可
能
な
も
の
は
、
町
立
図
書
館
へ
申
し
込
み
い
た

だ
け
れ
ば
、
取
り
寄
せ
し
ま
す
。
　
【
図
書
館
】
 

  雑
誌
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
健
康
に
も
大
変
よ
い

マ
シ
ン
（
高
速
振
動
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
）

を
発
見
し
ま
し
た
。
高
齢
者
で
も
無
理
な
く
使
用

で
き
る
み
た
い
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
い
き
い
き
ホ
ー

ル
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  い
き
い
き
ホ
ー
ル
に
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
機
器
6
台
を
は
じ
め
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
を
設
置
し
、
各
種
教
室
を
開

い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
基

本
に
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
要
望
の
高
速
振
動

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
よ
う
な
機
種
を
設
置

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

  い
き
い
き
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
施
設
は
、
他
の
自

治
体
に
も
誇
れ
る
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か

く
立
派
な
施
設
な
の
で
す
か
ら
、
住
民
活
用
の
広

報
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
（
栄
・
男
性
）
 

  い
き
い
き
ホ
ー
ル
の
利
用
者
は
、
１
か
月
あ
た

り
延
べ
１
，
5
0
0
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
は
、高
齢
者
に
関
連
す
る
情
報
を
周
知
・

啓
発
す
る
た
め
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
の
紹
介
も
掲

載
し
た
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、

高
齢
者
宅
に
配
布
し
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く

の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
く
み
や

ま
に
掲
載
す
る
な
ど
、
周
知
・
啓
発
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
国
道
1
号
に
 

路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
 

Q
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
図
書
館
の
 

蔵
書
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
 

Q
23
時
台
に
路
線
バ
ス
を
 

A
バ
ス
事
業
者
に
要
望
を
続
け
ま
す
 

A
設
置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
 

A
バ
ス
事
業
者
に
 

意
見
を
伝
え
ま
す
 

Q
ダ
イ
エ
ッ
ト
マ
シ
ン
を
 

設
置
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
い
き
い
き
ホ
ー
ル
を
も
っ
と
 

住
民
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
 

A
広
報
紙
な
ど
で
 

周
知
・
啓
発
を
図
り
ま
す
 

A
「
京
都
府
図
書
館
総
合
目
録
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
で
き
ま
す
 

国民健康保険事業の安定運営を推進するために、国民
健康保険税の賦課方式の見直しと賦課割合の平準化に取
り組み、被保険者間の負担の公平を図るため、条例をを
改正し、平成19年度分から国民健康保険税の税率が変
わります。 
問い合わせ／国保医療課 

【国民健康保険税率の改正内容】 

区　分 

 

 
所得割 

資産割 

均等割 

 

平等割 

 
 

 

100分の7.2 

100分の15

100分の7.7 

100分の7.1

100分の1.7 

100分の1.5

100分の1.8 

100分の0.7

現　行 改正後 現　行 改正後 

医療分 介護分 

一人当たり 

21,000円 

一人当たり 

21,500円 

一人当たり 

7,500円 
現行どおり 

一世帯当たり 

24,000円 
現行どおり 

一世帯当たり 

5,600円 

一世帯当たり 

6,000円 
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「
子
ど
も
の
居
場
所
」
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
た
め
、
放
課
後
や
土
・
日
曜
、
祝

日
、
学
校
長
期
休
業
期
間
な
ど
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
通
し
て
学
び
、
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
安
全
で
安
心
な
活
動
場
所
の
こ
と
で
す
。
 

町
内
で
も
、
多
く
の
団
体
が
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
居
場
所
を
つ
く
っ
て
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
に
つ

い
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
に
指
導
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

を
め
ざ
す
た
め
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
 

  子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会
が
、
5
月
19 
日

g
に
総
合
体
育
館
で
、
開
か
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
4
月
15 
日
号
の
広
報
く
み
や
ま
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

昨
年
は
、
6
月
10 
日
に
総
合
体
育
館
で
開

か
れ
、
第
一
部
で
は
少
年
団
へ
の
加
入
促
進

を
目
的
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
か

ら
集
ま
っ
た
未
加
入
者
に
各
団
の
Ｐ
Ｒ
を
し

た
り
、
京
都
府
警
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
・
音

楽
隊
の
演
奏
や
演
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

ま
た
、
第
二
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
と

未
加
入
者
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

           
昨
年
参
加
し
た
子
ど
も
の
声
 

・
や
さ
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
に
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
で
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
 

・
い
ろ
ん
な
団
が
あ
る
の
で
、
ど
こ
に
入
る

か
迷
っ
た
。
 

昨
年
参
加
し
た
保
護
者
の
声
 

・
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
丈
夫
に
な

り
、
団
体
行
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
い
、
入
団
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

昨
年
参
加
し
た
指
導
者
・
ス
タ
ッ
フ
の
声
 

・
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
健
全
に
成
長
し
、
人
と
の
か
か
わ
り

を
学
ん
で
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

町では、多様化する行政ニーズや新たな行
政課題に的確に対応し、即応した行政サービ
スを提供するため、4月 1日付けで組織・機
構の一部見直しをおこないました。 
 
 
事業建設部の監理課と道路河川課を統合し、
新たに「建設整備課」を設置しました。 
これにともない、同課に「建設総務係」、「建

設事業係」の2係を新設し、効率的な事務事
業を推進します。 
 
 
今月から庁舎1階の環境保全課が、2階（旧
監理課）へ移転しました。 
問い合わせ／総務課 

行政サービス向上のため 

組織・機構を一部見直しました 

産業課 
21

建設整備課 
23

環境保全課 
22

都市計画課 

会議室21

会議室 
23

会議室 
22

教育長室 

印刷室 

吹抜 

吹抜 

24

水道課 
26

下水道課 
27 社会教育課 

29

学校教育課 
28

建設整備課 

環境保全課 

昨年の町スポーツ少年団交流会 

No.1
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く

み
や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

私たちが住んでいる室内には、健
康に悪影響を及ぼすさまざまなもの
があります。 
新築の一戸建てやマンションに引
っ越すと、目がチカチカしたり、め
まいや吐き気、頭痛、のどの痛みな
どの症状が現れることがあります。
こうした症状をシックハウス症候群
といいます。 

建材や家具の接着剤、塗料に使わ
れるホルムアルデヒドやトルエンな
どの化学物質が室内に発散して引き
起こすといわれていますが、影響の
受けやすさには個人差もあり、実態
はよくわかっていません。 
新築時は、建材などに含まれるホ
ルムアルデヒドの濃度が高いと考え
られます。リフォームや家具の購入
時のほか、害虫駆除で使う殺虫剤・
防虫剤も原因となることがあります。
平成15年の建築基準法の改正で、ホ
ルムアルデヒドの使用が制限されま
したが、その後もこれらによる不調
を訴える人は少なくありません。 
また、ハウスダストによるアレル
ギーにも注意が必要です。ハウスダ
ストとは、ダニの死骸や糞、塵、カ
ビ、ペットの毛など目にはほとんど

見えない小さなほこりのことをいい
ます。なかでもダニは、ぜんそくや
アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚
炎の原因として知られています。 
シックハウスやハウスダストを防
ぐには、部屋の換気を良くしたり、
ほこりがたまりやすいカーペットや
家具の上などをこまめに掃除するこ
とが重要です。その際、ほこりを立
てないように、ハタキなどは使わな
いで掃除機で吸い取るか、雑巾でふ
き取るようにし、日ごろから掃除の
しやすいきれいな部屋にしておくこ
とを心がけましょう。 
トラブルに巻きこまれたら、1人
で悩まず府消費生活科学センター1

075（671）0004、府山城広域振興
局商工観光室10774（21）2103
または町産業課へご相談ください。 

休
養
は
、
こ
れ
ま
で
の
疲
労
回
復
を
中
心

と
し
た
「
休
む
」
休
養
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
の

解
消
を
図
り
、
生
き
が
い
を
つ
く
る
「
養
う
」

休
養
へ
と
、
考
え
方
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
 

   
◆
腹
式
呼
吸
で
ス
ト
レ
ス
解
消
を
 

腹
式
呼
吸
は
、
横
隔
膜
を
運
動
さ
せ
て
お

こ
な
う
呼
吸
で
、
息
を
吸
う
と
横
隔
膜
が
下

が
り
、
胃
腸
な
ど
の
内
臓
も
下
が
っ
て
、
お

腹
が
膨
ら
み
ま
す
。
次
に
、
深
く
息
を
吐
く

と
、
横
隔
膜
が
肺
を
押
し
上
げ
て
、
肺
の
底

に
停
滞
し
が
ち
な
二
酸
化
炭
素
が
多
く
排
出

さ
れ
、
血
液
を
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
保
ち
ま
す
。
 

そ
の
結
果
、
新
陳
代
謝
が
盛
ん
に
な
り
、

便
秘
や
肌
荒
れ
、
低
血
圧
の
改
善
、
ス
ト
レ

ス
解
消
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

◆
ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
『
笑
い
』
が
一
番
 

副
腎
か
ら
分
泌
さ
れ
る
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
と

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
、
ス
ト

レ
ス
が
あ
る
と
き
に
盛
ん
に
分
泌
さ
れ
る
こ

と
か
ら
別
名
「
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
 

実
験
で
、
こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン

の
変
化
を
測
定
す
る
と
、
ユ
ー
モ
ア
ビ
デ
オ

を
１
時
間
み
せ
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
2
つ
の

ホ
ル
モ
ン
と
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
を

解
消
す
る
た
め
に
は
「
笑
い
」
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
。
と
に
か
く
思
い

っ
き
り
笑
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
笑
う
こ
と
は
、

免
疫
力
を
高
め
る
効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

◆
お
し
ゃ
れ
で
ス
ト
レ
ス
解
消
 

毎
日
、
同
じ
服
装
で
は
気
分
も
マ
ン
ネ
リ

に
な
り
が
ち
で
、
老
け
込
む
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
そ
の
日
の
気
分
に
合
わ
せ
て
服
の
色

や
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
色
に
は
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

不
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。
元
気
に
な
り
た

い
と
き
は
、
赤
・
黄
・
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
暖

色
系
。
イ
ラ
イ
ラ
が
強
い
と
き
は
寒
色
系
の

青
や
黒
・
白
・
グ
レ
ー
。
変
え
た
い
気
分
に

合
っ
た
色
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
と
り
い
れ
て

み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
 

◆
映
画
や
音
楽
で
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
 

自
分
の
好
き
な
映
画
を
見
た
り
、
音
楽
を

聴
く
こ
と
で
心
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

今
月
は
、
四
季
折
々
の
花
づ
く
り
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹

介
し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

高
木
誠
著
 

育
て
や
す
い
人
気
の
草
花
90
種
の
特
徴
や
育
て
方
な
ど
、
初
心
者

向
け
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
失
敗
し
な
い
　
花
づ
く
り
入
門
」
 

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
発
行
 

玄
関
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
複
数
の
花
が
楽
し

め
る
寄
せ
植
え
。
本
書
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
別
・
季
節
別
な
ど
で
詳
し

く
紹
介
 

「
四
季
の
寄
せ
植
え
百
科
」
 

農
文
協
発
行
 

草
花
を
は
じ
め
、
花
木
、
野
菜
の
栽
培
に
必
要
な
知
識
な
ど
を
詳

し
く
紹
介
 

「
そ
だ
て
て
あ
そ
ぼ
う（
シ
リ
ー
ズ
）」（
児
童
書
） 

偕
成
社
発
行
 

種
を
ま
く
草
花
、
球
根
で
植
え
る
草
花
の
植
え
方
、
育
て
方
を
写

真
と
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
花
が
さ
い
た
　
や
さ
い
が
で
き
た（
全
10
巻
）」（
児
童
書
） 

「
花
づ
く
り
を
楽
し
む
」
 

お
は
な
し
会
 

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
4
月
28
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

★
ク
ジ
ラ
の
彼
 

（
有
川
浩
著
） 

合
コ
ン
で
会
っ
た
彼
は
、
次
に
い
つ

会
え
る
か
わ
か
ら
な
い
潜
水
艦
乗
り
だ

っ
た
。
全
6
編
 

★
月
光
の
コ
パ
ン
 （

舟
崎
克
彦
作
） 

満
月
の
夜
に
次
々
と
起
こ
る
不
思
議

な
出
来
事
。
三
毛
猫
を
さ
が
せ
！
 

★
ど
ろ
ん
こ
そ
う
べ
え
 

（
た
じ
ま
ゆ
き
ひ
こ
作
） 

軽
業
師
の
そ
う
べ
え
た
ち
は
、
お
け

ら
に
呼
ば
れ
て
地
底
へ
吸
い
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
み
み
ず
く
や
も
ぐ
ら

も
加
わ
り
大
騒
動
！
 

★
所
轄
刑
事
・
麻
生
龍
太
郎
 

（
柴
田
よ
し
き
著
） 

人
情
あ
ふ
れ
る
下
町
を
奔
走
す
る
新

米
刑
事
・
麻
生
龍
太
郎
。
刑
事
で
も
人

に
は
明
か
せ
な
い
秘
密
が
あ
っ
た
。
 

作り方 

①　小松菜は洗って少量の塩を入れた
湯でさっとゆで、水にとって色止め
をして、水気を切ります。 

②　カッテージチーズ、すりごま、砂
糖、薄口しょうゆ、みりん、塩をよ

く混ぜます。 
③　①を2㌢くらいに切って、②であ
えます。 

④　③を器に盛り、白ごまを上に散ら
して、出来上がりです。好みでわさ
びを添えていただきます。 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

84㌔カロリー／1人分 

小松菜のカッテージチーズあえ 

99小松菜 
わさび 
白ごま 
カッテージチーズ 
すりごま 

･･････････････････200グラム 
････････････････････････少々 
････････････････････････少々 

････････150グラム 
･･･････････････････大さじ2

砂糖 
薄口しょうゆ 
みりん 
塩 

･･････････････････････小さじ2 
･･････････････小さじ2 

････････････････････小さじ1 
･･･････････････････････････少々 

■材料（4人分） 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

2
日
b
・
9
日
b
・
10
日
c
〜
13
日
f（
特
別
整
理
）・

16
日
b
・
23
日
d
・
30
日
0
・
5
月
1
日
c
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町
で
は
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る

ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き
し
て
、
町
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
20
歳
以
上
の
人
。
た

だ
し
、
前
年
度
の
経
験
者
は
除
き
ま
す
。
 

任
期
／
5
月
〜
来
年
3
月
 

内
容
／
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
や
町
政
へ
の
意
見
・

提
案
な
ど
 

定
員
／
50
人
 

謝
礼
／
5
，
0
0
0
円
。
た
だ
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
が
な
い
と
き
は
、減
額
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
27
日
f
ま
で
に

ハ
ガ
キ
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
E
メ
ー
ル
（ko

h
o
@
to
w
n
. 

kum
iyam

a. kyoto. jp

）
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
在
勤
の
人

は
勤
務
先
の
住
所
と
名
称
、
「
町
政
モ
ニ
タ

ー
希
望
」
と
ご
記
入
の
う
え
、
広
報
行
政
課

へ
。
電
話
不
可
 

  ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
ご
自
宅
に
、

昼
食
を
お
届
け
し
ま
す
。
 

対
象
／
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

配
食
が
必
要
な
高
齢
者
　
 

内
容
／
週
2
回
（
月
曜
日
・
木
曜
日
）
昼
食
を
自

宅
へ
直
接
配
達
し
ま
す
。
 

※
第
１
回
配
達
日
は
、
6
月
上
旬
を
予
定
 

費
用
／
１
食
に
つ
き
5
5
0
円
（
別
途
、
月
85
円

の
口
座
引
落
と
し
手
数
料
が
必
要
）
 

※
町
で
１
食
あ
た
り
１
0
0
円
を
負
担
し
て
い
ま

す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
27
日
f
ま
で
に

申
請
書
を
長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
春
の
草
花
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
教
室
を
開
き
ま

す
。
 

日
時
／
5
月
8
日
c
、
5
月
10 
日
e
　
い
ず
れ
も

午
後
2
時
〜
3
時
 

場
所
／
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
先
着
20
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
2
日
d
ま
で
に
 

　
　
荒
見
苑
へ
。
電
話
可
 

  
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
花
入
れ
や
小
物
入
れ

な
ど
を
作
り
ま
す
。
 

日
時
／
①
5
月
22
日
c
　
②
5
月
24
日
e
　
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

場
所
／
荒
見
苑
 

内
容
／
①
花
入
れ
　
②
小
物
入
れ
と
カ
ー
ド
入
れ
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
先
着
20
人
 

費
用
／
各
5
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
18 
日
f
ま
で
に

荒
見
苑
へ
。
電
話
可
 

  
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
 

日
程
／
5
月
〜
翌
年
2
月
（
年
間
10 
回
）
 

場
所
／
中
央
公
民
館
な
ど
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
20
日
f
ま
で
に
 

　
　
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可
  

※
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者
は
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

で
申
し
込
み
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
 

  日
時
／
4
月
16 
日
b
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4

時
 

見
学
先
／
府
立
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
常
照
皇
寺

（
右
京
区
京
北
）、
ウ
ッ
デ
ィ
ー
京
北
 

対
象
／
町
内
在
住
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
 

費
用
／
5
0
0
円
 

申
し
込
み
／
4
月
10 
日
c
ま
で
に
地
域
の
民
生
児

童
委
員
さ
ん
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
お
近
く
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

  種
類
／
乙
種
第
4
類
 

日
時
／
4
月
22
日
a
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30

分
 

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 

費
用
／
危
険
物
安
全
協
会
会
員
と
そ
の
従
業
員
は
 

　
　
4
，
0
0
0
円
、
会
員
以
外
は
6
，
0
0
0

円
 

申
し
込
み
／
町
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
4
月
19 
 

日
e
ま
で
に
町
危
険
物
安
全
協
会
（
消
防
本

部
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
京
都
府
で
は
、
地
域
づ
く
り
や
N
P
O
活
動
等

に
関
心
の
あ
る
女
性
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
程
／
6
月
7
日
e
〜
10 
日
a
 

※
5
月
27
日
a
に
事
前
研
修
、
8
月
5
日
a
に
事

後
研
修
が
あ
り
ま
す
。
 

訪
問
地
／
北
海
道
 

対
象
／
府
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女
性
 

内
容
／
講
義
、
テ
ー
マ
別
学
習
会
、
全
体
発
表
・

意
見
交
換
会
、
現
地
活
動
団
体
と
の
交
流
、

社
会
見
学
な
ど
 

定
員
／
１
0
0
人
 

費
用
／
4
0
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
4
月
16 
日
b
ま
で
に
町
社
会
教
育
課
 

 
 
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
同
課
へ
。
 

※
申
込
書
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（http: //w

w
w
.pref. 

　kyoto.jp/josei/annai/

） 

問
い
合
わ
せ
／
府
女
性
政
策
課
1
0
7
5
（
4
１
 

 
 
4
）
4
2
9
１
 

  種
目
／
①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
 

　
　
②
歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生
 

対
象
／
①
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
・
修
士
取
得

者
お
よ
び
自
衛
官
は
28
歳
未
満
　
②
専
門
の

大
卒
で
30
歳
未
満
の
人（
薬
剤
は
26
歳
未
満
・

薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
）
 

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
11 
日
f
ま
で
に
 

　
 
自
衛
隊
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇
治
市
広
野
町

西
裏
１
0
0
の
30
　
コ
メ
ウ
ビ
ル
2
階
）
1

　
　
0
7
7
4
（
4
4
）
7
１
3
9
へ
。
 

 

 

図
書
館 

町
政
モ
ニ
タ
ー
 

配
食
サ
ー
ビ
ス
 

い
き
が
い
大
学
 

第
27
回
京
都
府
女
性
の
船
 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
社
会
見
学
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
 

自
衛
官
等
 

春
の
草
花
教
室
 

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
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子
育
て
の
こ
と
で
悩
み
ご
と
が
あ
れ
ば
、
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

み
な
さ
ん
の
近
く
で
「
様
子
が
お
か
し
い
」
と

か
「
虐
待
で
は
」
と
感
じ
ら
れ
た
ら
積
極
的
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
虐
待
の
早
期
発
見
や
防
止
の
大

切
な
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

社
会
福
祉
課
で
は
、
専
門
員
を
配
置
し
て
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

日
時
／
4
月
6
日
f
・
20
日
f
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

開
い
て
い
る
親
子
サ
ロ
ン
の
開
催
場
所
と
時
間
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た
。
 

・
毎
週
月
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
 

 
　
保
健
セ
ン
タ
ー
夢
く
む
ル
ー
ム
 

・
毎
週
火
曜
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
　

　
ゆ
う
ホ
ー
ル
交
遊
室
 

・
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
30
分
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー
夢
く
む
ル
ー
ム
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

 

  
 町

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
ら
れ
た
と
き
の
費

用
を
助
成
す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。
 

助
成
金
額
／
施
術
費
の
う
ち
、
2
，
0
0
0
円
を

町
と
施
術
所
が
助
成
 

利
用
方
法
／
利
用
券
を
施
術
所
で
使
用
（
制
度
加

入
施
術
所
の
み
有
効
）
 

申
し
込
み
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
長
寿
健
康

課
へ
。
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑

も
必
要
で
す
。
 

※
申
請
月
に
応
じ
て
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

 
 献

血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
海
外
旅

行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過
し
な
い
人
や
海
外

の
滞
在
さ
れ
た
国
に
よ
っ
て
、
献
血
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
1

0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
4
月
4
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
・
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

   
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
出
産
時
に
医
療

機
関
等
の
窓
口
で
、
多
額
の
出
産
費
用
を
支
払
う

必
要
が
な
く
な
る
よ
う
、
出
産
育
児
一
時
金
の
受

取
代
理
制
度
を
4
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
医
療
機
関
等
の
同

意
を
得
て
、
事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
出
産
時

の
出
産
育
児
一
時
金
「
上
限
35
万
円
」
を
被
保
険

者
に
代
わ
っ
て
、
町
か
ら
医
療
機
関
等
へ
直
接
支

払
い
、
出
産
費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

  
国
民
健
康
保
険
は
、
住
所
変
更
や
就
職
、
退
職

な
ど
を
し
た
場
合
、
14 
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。
 

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の
間
の
医
療

費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
遅
れ

た
分
の
保
険
税
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
届
け
出
が
遅
れ
、

国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
た
医
療
費
を
、
後
 

日
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
期
限
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

  
 

70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
入

院
等
の
療
養
を
受
け
た
場
合
の
高
額
療
養
費
に
つ

い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
人
に
は
、
4
月

1
日
か
ら
現
物
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支
払

い
、
そ
の
自
己
負
担
の
限
度
額
を
超
え
た
と
き
に

は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
役
場
に
申
請
し
、
支
給

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
、

医
療
機
関
で
の
支
払
い
は
、
限
度
額
適
用
後
の
金

額
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
医
療
機
関
に
対
し
て
「
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
提
示
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
高
額
な
医
療
が
見
込
ま
れ
る
人
は
、

国
保
医
療
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

認
定
証
の
交
付
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
世
帯
の

所
得
額
や
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
状
況
等
の
交

付
基
準
が
あ
り
ま
す
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑

を
ご
持
参
の
う
え
、
国
保
医
療
課
へ
。
 

  平
成
19 
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
4
，

１
0
0
円
で
す
。
納
付
書
が
社
会
保
険
庁
か
ら
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
 

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
り
ま
す
と
、
納
め
忘

れ
が
な
く
便
利
で
お
得
で
す
。
毎
月
納
め
る
場
合

で
も
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す

「
早
割
」
に
す
る
と
、
月
額
50
円
割
引
が
あ
り
ま

す
。
１
年
分
か
半
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
る
「
前

納
」
に
し
ま
す
と
、
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す
。
 

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
ま
た

は
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
1
0
7
5（
6
4
3
）

3
5
4
１
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
事
務
所
 

  試
験
の
種
類
／
全
種
全
類
 

試
験
日
／
6
月
10 
日
a
 

場
所
／
京
都
中
央
工
科
専
門
学
校
（
京
都
市
下
京

区
堀
川
通
塩
小
路
下
ル
）
 

願
書
受
付
／
町
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
願
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
4
月
18 
日
d

か
ら
20
日
f
ま
で
の
間
に
7
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
へ
。
 

※
詳
し
く
は
、
願
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5（
4
１
１
）

0
0
9
5

児
童
相
談
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

出
産
育
児
一
時
金
の
 

受
取
代
理
制
度
の
導
入
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

親
子
サ
ロ
ン
の
日
程
変
更
 

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
 

入
院
等
の
高
額
療
養
費
の
 

現
物
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
 

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
 

費
用
を
助
成
 

狂犬病予防注射と登録 
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 し

尿
収
集
（
く
み
取
り
）
で
次
の
よ
う
な
異
動

が
あ
っ
た
と
き
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
環

境
保
全
課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
初
め
て
し
尿
収
集
を
申
し
込
む
と
き（
新
規
届
） 

・
転
出
ま
た
は
下
水
道
や
浄
化
槽
に
切
替
え
た
と

き
（
廃
止
届
）
 

・
世
帯
主
の
氏
名
や
請
求
先
な
ど
が
変
わ
っ
た
と

き
（
変
更
届
）
 

※
住
民
票
の
転
入
・
転
出
届
と
は
別
に
届
け
出
が
 

　
必
要
で
す
。
 

※
臨
時
の
し
尿
収
集
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
希

望
日
の
2
、
3
日
前
に
直
接
、
城
南
衛
生
管
理

組
合
1
0
7
5
（
6
3
１
）
5
１
7
１
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
今
年
度
は
、
次
の
予
定
で
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ

広
場
を
開
き
ま
す
。
町
内
在
住
の
人
な
ら
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ

ん
か
。
 

日
時
／
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
第
１
土
曜
日

午
後
7
時
か
ら
（
10 
月
は
第
3
土
曜
日
）
 

場
所
／
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
 

持
ち
物
／
上
靴
 

内
容
／
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

     　
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

協
会
で
は
、
バ
ド
ミ
 

ン
ト
ン
教
室
を
開
き
 

ま
す
。
 

日
時
／
4
月
5
日
〜
5
月
17 
日
（
5
月
3
日
を
除

く
）
毎
週
木
曜
日
（
計
6
回
）
　
午
後
7
時

〜
9
時
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
小
学
生
以
上

の
人
お
よ
び
協
会
登
録
者
 

定
員
／
先
着
60
人
 

費
用
／
高
校
生
以
上
１
回
5
0
0
円
、
小
・
中
学

生
１
回
2
5
0
円
（
当
日
徴
収
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
4
日
d
ま
で
に

同
協
会
事
務
局
（
山
 
さ
ん
宅
）
1
0
7
7
 

 
 
4
（
4
5
）
0
7
6
3
、
ま
た
は
体
育
協
会
 
 

 
 
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

4
月
10 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁
 

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

4
月
10 
日
c
・
24
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教
 

　
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い
 

　
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

4
月
19 
日
e
　
午
後
1
時
〜
3
時
　
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
・
要
予
約
）
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
  

4
月
12 
日
e
・
26
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 6 1人　 
8 , 5 6 6人　 
8 , 5 9 5人　 
6 , 6 5 0世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 5人　 
8人　 
8 4人　 
6 8人　 

〈2月中の動き〉 

〈3月1日現在〉 
 

し
尿
収
集
の
届
け
出
 

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
広
場
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
 

（
前
月
比
／
増
２３
人
）
 

【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

 
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

ご家庭で飼われている生後91日
以上の犬は、生涯に1回の登録と毎
年1回の狂犬病予防注射を受けなけ
ればなりません。 
右表の日程で登録と予防注射をお
こないますので、お近くの会場で受
けてください。 
料金／注射料………………2,650円 
　　注射済票交付手数料……550円 
　　登録手数料……………3,000円 
また、犬等の輸入検疫制度が改正
されたことにより、海外に犬を連れ
ていき、短期間で帰国される人は、
帰国時の動物検疫における係留期間
を大幅に短縮するために、予防注射
接種前に個体識別等のマイクロチッ
プを装着する必要がありますのでご
注意ください。 
詳しくは、動物検疫所ホームペー
ジhttp://www.maff-aqs.go.jp/、ま
たは動物検疫所1045（751）592 
1までご確認ください。 
問い合わせ／環境保全課 

狂犬病予防注射と登録 狂犬病予防注射と登録 
栄中央公園（2丁目） 

栄3・4丁目集会所 

佐古公民館 

松陽台集会所 

田井公民館 

島田公会堂 

大橋辺公民館 

北川顔公会堂 

藤和田公会堂 

坊之池公会堂 

 

御牧保育所前 

野村公会堂 

ミサワ林集会所 

佐山集荷場 

下津屋公民館 

久御山町役場前 

鈴間集会所 

市田公民館 

午前10時～10時30分 

午前10時40分～11時10分 

午前11時20分～11時50分 

午後1時10分～1時40分 

午後1時50分～2時20分 

午後2時30分～2時50分 

午前10時～10時20分 

午前10時30分～10時50分 

午前11時～11時20分 

午後11時30分～11時50分 

午後1時10分～1時40分 

午後1時50分～2時20分 

午後2時30分～2時50分 

午前10時～10時30分 

午前10時40分～11時10分 

午前11時20分～11時50分 

午後1時10分～1時40分 

午後1時50分～2時10分 

午後2時20分～2時50分 

 

実　施　日　時 

4
月
17 
日
c

4
月
18 
日
d

4
月
19 
日
e

※今年度に限り、佐山の会場は佐山集荷場に変更しています。 

元JA京都やましろ 
東一口事業所前 

会　　　場 

元JA京都やましろ 
東一口事業所前 
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〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
4
月
10 
日
c
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
4
月
10 
日
c
・
17 
日
c
・
24
日
c
・
5
月

2
日
d
・
8
日
c
・
15 
日
c
・
22
日
c
・
29

日
c
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
 

日
時
／
4
月
11 
日
d
・
12 
日
e
・
13 
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
デ
ジ
カ
メ
教
室
で
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
4
月
17 
日
c
・
18 
日
d
・
19 
日
e
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
4
月
14 
日
g
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
18 
日

d
　
午
後
1
時
〜
4
時
　
26
日
e
　
午
後
5

時
〜
8
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
受
講
内
容
を
自
由
に
自
習
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

  日
時
／
4
月
11 
日
d
・
25
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
4
月
11 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
4
月
14 
日
g
・
21
日
g
　
午
後
7
時
30
分

〜
8
時
30
分
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30

分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
4
月
14 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
4
月
13 
日
f
・
20
日
f
・
27
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
4
月
21
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
5
時
　
22
日
a
　
③
午
前
9
時

〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
１
年
生

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
簡
単
な
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
12 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
28
日
g
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
2

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
2
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
白
川
林
道
・
天
ヶ
瀬
で
夏
鳥
を
観
察
し
ま

す
。
 

定
員
／
20
人
 

 

日
時
／
4
月
15 
日
a
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
１
〜
3

年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
木
津
川
で
春
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。
 

 
 
（
中
央
公
民
館
に
現
地
集
合
・
解
散
で
す
。） 

定
員
／
16 
組
 

  日
時
／
4
月
6
日
f
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学

校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま

す
。
 

定
員
／
20
人
 

 

小
学
生
工
作
教
室
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

漢
字
出
直
し
塾
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

定員／200人（全席自由席） 
費用／1,000円（満3歳以上
はチケットが必要です） 

※チケットは4月14日gから
ゆうホールで発売します。 

日時／5月3日- 
　　午後1時30分～3時 
　　（午後1時10分開場） 
対象／町内在住の人（幼児は
保護者の同伴が必要です） 

申
し
込
み
は
4
月
1
日
A
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
） 

ゆ
う
ホ
ー
ル
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        日
時
／
①
4
月
6
日
f
・
9
日
b
・
17 
日
c
・
26

日
e
　
午
後
7
時
〜
8
時
　
②
4
月
7
日
g
・

15 
日
a
・
21
日
g
・
22
日
a
　
午
前
10 
時

〜
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
利
用
す
 

　
　
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
を
受
講
済
み
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
料
の
み
必
要
で
す
）
 

  日
時
／
①
4
月
14 
日
g
・
②
28
日
g
　
午
前
9

時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
　

②
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。
 

　
　
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

  日
時
／
5
月
8
日
か
ら
6
月
12 
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
8
時

30
分
 

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

   日
時
／
5
月
10 
日
か
ら
6
月
14 
日
ま
で
の
毎
週
木

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
有
酸
素
運
動
に
よ
っ
て
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
や
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
ま
す
。
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
12 
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
〜
2
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
4
・
5
歳
児
と
保
護
者
 

定
員
／
30
組
（
先
着
順
）
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
12 
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
毎
週
土
 

　
　
曜
日
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
の
女
子
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
12 
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
毎
週
土
 

　
　
曜
日
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
3
時
30
分
〜

5
時
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
6
年
生
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
8
0
0
円
 

       日
時
／
4
月
21
日
g
 

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
庭
木
の
剪
定
の
コ
ツ
や
樹
木
管
理
を
学
び
 

　
　
ま
す
。
　
 

講
師
／
矢
野
眞
一
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
26
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
鰹
の
バ
ル
サ
ミ
コ
和
え
春
野
菜
添
え
、
胡

麻
葛
餅
な
ど
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
27
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
春
の
草
花
の
寄
せ
植
え
と
可
愛
い
多
肉
植

物
の
寄
せ
植
え
な
ど
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
Ａ
‥
春
の
草
花
　
１
，
5
0
0
円
 

　
　
　
Ｂ
‥
多
肉
植
物
　
１
，
5
0
0
円
 

 

  
各
種
年
間
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
受

講
料
は
、
年
額
2
，
0
0
0
円
（
材
料
費
別
途
）

で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
季
節
の
料
理
教
室
（
12 
回
コ
ー
ス
）
 

日
時
／
毎
月
第
2
火
曜
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
旬
の
材
料
を
使
っ
て
料
理
の
基
礎
を
学
び

ま
す
。
 

講
師
／
大
谷
洋
子
さ
ん
 

定
員
／
25
人
 

▼
男
の
料
理
教
室
（
12 
回
コ
ー
ス
）
 

日
時
／
毎
月
第
2
土
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
午
後
0

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
男
性
 

内
容
／
男
性
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
、
料
理
を
作

る
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
石
田
基
宏
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

▼
花
と
緑
の
教
室
（
12 
回
コ
ー
ス
）
 

日
時
／
毎
月
第
3
金
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
家
庭
の
緑
化
と
花
作
り
の
基
礎
を
学
び
ま
 

 
 
す
。
　
 

講
師
／
柴
田
明
さ
ん
 

定
員
／
25
人
 

▼
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室
（
13 
回
コ
ー
ス
）
 

日
時
／
毎
月
第
１
土
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
年
〜
中
学
3
年
生
 

内
容
／
み
ん
な
で
楽
し
く
コ
ー
ラ
ス
し
ま
し
ょ
う
。
 

講
師
／
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
無
料
 

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル
 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室（
午
前
の
部
） 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

初
級
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
（
夜
間
の
部
） 

親
子
体
操
教
室
 

剪
定
教
室
 

年
間
講
座
受
講
生
募
集
（
5
月
開
講
） 

春
の
健
康
食
教
室
 

寄
せ
植
え
教
室
 

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室
 

申
し
込
み
は
4
月
1
日
A
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

申
し
込
み
は
4
月
2
日
B
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
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ポ リ オ（ 服 用 ） 午後1時45分～3時 
11日D

17日C

26日E

・生後3か月～7歳6か月未満（生後3か月から1歳6か月まで
に終了が望ましい） 

・6週間あけて2回服用。下痢をしている人は服用できません。 

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

会場は、保健センター（※1はゆうホール、※2は公団集会所）です。予防接種・健診には、母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

母　子　保　健 ・ 検　診 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 5日E

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

6日F

パパ＆ママ教室（第1回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 

5日E

パパ＆ママ教室（第2回） 午前11時～11時15分 妊 婦 と 夫  
調理実習（妊娠中の栄養）、交
流会 

12日E

パパ＆ママ教室（第3回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会 

23日B

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年7月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

13日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成18年12月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

19日E

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 19日E

成 人 歯 科 検 診  午後1時～1時30分 40歳以上の人・妊婦 
歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

23日B

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年6月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

16日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成16年9月生まれ 
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

23日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成15年9月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

20日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 午後1時40分～1時55分 19日EＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  10か月児健診（3月12日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

※1

※2
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保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
建設整備課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 

6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

4日 
（第１水曜日） 
18日 

（第３水曜日） 

11日 
（第２水曜日） 
25日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 
※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

9日B 
5月1日C

10日C
5月2日D

12日E

11日（第２水曜日） 
※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

4月のごみ・し尿収集日 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.22
温水洗浄便座 環境モニター募集 
　2月1日号で温水洗浄便座の特長
を紹介しましたが、今号では、温水
洗浄便座の省エネについて紹介しま
す。 
温水洗浄便座を使用していないと

きや夏場の消費電力を抑えるために、
次のことに気をつけましょう。 
●便座の放熱を防ぐために使用していないときは便座を
閉める。 

●季節に合わせた便座暖房と洗浄水の温度を設定する。 
●便座ヒーターにタイマーがある場合は上手に使い、長
時間使用しない場合はタイマーを切る。 

町では、ご家庭の電気やガス、水道、ガソリン、灯油
などの使用量やごみの排出量を環境家計簿に記録し、日
常生活のなかで消費するエネルギー節約の取り組みを実
践していただく「環境モニター」を募集します。環境家
計簿で省エネチェックをしませんか。 
対象／町内在住、在勤で環境問題に関心のある人 
任期／5月から来年4月まで 
内容／環境家計簿への記録・報告と年2回の学習会への

参加 
定員／30人 
申し込み・問い合わせ／4月27日fまでに環境保全課へ。

電話可 
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環境保全のコーナー 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  伊
勢
神
宮
（
外
宮
）
の
門
前
町
で
あ

る
山
田
妙
見
町
（
現
伊
勢
市
尾
上
町
）

に
着
い
た
奥
野
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
二

人
は
、「
十
文
字
屋
五
兵
衛
」
方
に
旅
装

を
解
い
た
。
 

妙
見
町
の
町
名
は
、
町
内
に
建
立
さ

れ
て
い
た
妙
見
堂
に
由
来
す
る
が
、
明

治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
廃
仏
に
よ
り
、

仏
教
に
ち
な
ん
だ
町
名
を
嫌
い
尾
上
町

と
改
名
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

さ
て
、
二
人
が
宿
泊
し
た
十
文
字
屋

は
、
代
々
黒
部
家
が
十
文
字
屋
五
兵
衛

と
い
う
称
号
で
町
宿
を
経
営
し
て
い
た
。

二
人
が
伊
勢
参
り
を
し
た
文
久
二
年（
一

八
六
二
）
こ
ろ
、
十
文
字
屋
五
兵
衛
は

御
師
の
家
に
宿
泊
し
な
い
フ
リ
ー
の
参

宮
客
相
手
の
町
宿
で
あ
っ
た
。
 

当
時
の
山
田
は
、
幕
府
か
ら
朱
印
状

を
も
っ
て
許
さ
れ
た
自
治
地
域
で
、
そ

の
自
治
を
事
実
上
支
配
し
て
い
た
の
が
、

御
師
と
呼
ば
れ
る
下
級
神
官
の
集
団
で

あ
っ
た
。
御
師
は
全
国
に
参
宮
客
誘
致

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
縄
張
り
と
檀
家
関
係
を
結
ん
で
い
た
。

御
師
は
毎
年
末
に
大
麻（
神
宮
の
お
札
）

と
暦
や
そ
の
他
の
土
産
を
檀
家
に
配
布

し
、
初
穂
料
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
そ

し
て
檀
家
が
参
宮
す
る
際
に
は
宿
泊
、

参
拝
・
名
所
案
内
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
、
御
師
と
町
宿
の
間
で
は
、

客
の
取
り
合
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
る
が
、
当
時
の
力
関
係
で
は
町
宿
は

不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
十
文
字
屋
は
最
有
力
の

町
宿
の
一
つ
と
し
て
、
御
師
に
対
抗
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

代
参
人
の
二
人
が
、
十
文
字
屋
に
宿

泊
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
佐
山
の
伊
勢

講
が
一
定
の
御
師
と
の
檀
家
関
係
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

ち
な
み
に
十
文
字
屋
は
、
昭
和
三
十

年
代
ま
で
建
物
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。

か
つ
て
十
文
字
屋
の
あ
っ
た
場
所
は
、

現
在
、
三
重
県
真
珠
と
い
う
真
珠
販
売

会
社
の
事
務
所
に
な
っ
て
い
る
。
 

さ
て
、
十
文
字
屋
で
の
夕
飯
は
、
松

坂
の
「
大
須
賀
屋
」
の
膳
よ
り
上
等
で
、

小
鯛
の
焼
物
が
付
き
、
食
後
に
三
郎
兵

衛
さ
ん
が
一
○
○
文
は
す
る
だ
ろ
う
と

値
踏
み
し
た
茶
菓
子
が
添
え
ら
れ
る
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
料
理
で
あ
っ
た
。

宿
賃
は
大
須
賀
屋
よ
り
も
五
○
文
高
く
、

茶
料
を
含
め
て
四
○
○
文
を
支
払
っ
て

い
る
。
 

翌
二
十
九
日
早
朝
、
二
人
は
高
倉
山

（
一
一
五
メ
ー
ト
ル
）
の
麓
に
鎮
座
す

る
外
宮
に
参
拝
し
た
。
昔
は
度
会
宮
・

等
由
気
宮
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
天
慶
年

間
（
九
三
八
〜
四
七
）
ご
ろ
か
ら
外
宮

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
祭
神
の

豊
受
大
御
神
は
、
天
照
大
御
神
の
大
御

饌
（
食
物
）
を
調
達
し
、
農
業
を
は
じ

め
諸
産
業
を
司
る
神
と
さ
れ
て
い
る
。

第
一
鳥
居
口
橋
を
渡
り
、
参
道
を
進
む

と
、
正
殿
前
に
至
る
。
日
本
の
古
い
建

築
様
式
を
伝
え
る
唯
一
神
明
造
の
正
殿

は
、
内
宮
の
正
殿
と
構
造
・
様
式
は
変

わ
ら
な
い
が
、
正
殿
の
鰹
木
が
外
宮
九

本
、
内
宮
一
○
本
。
千
木
が
外
宮
が
外

削
（
垂
直
切
）、
内
宮
は
内
削
（
水
平
切
）

で
あ
る
こ
と
が
違
っ
て
い
る
。
 

外
宮
の
参
拝
を
終
え
た
二
人
は
、
間

の
山
の
坂
を
越
え
、
内
宮
領
内
に
入
っ

た
。
そ
し
て
遊
郭
で
有
名
（
歌
舞
伎
の

『
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
』
で
有
名
）
な
古

市
町
に
出
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
長
峰
を

通
っ
て
神
路
山
（
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）

の
麓
の
内
宮
（
皇
大
神
宮
）
に
着
い
た
。
 

内
宮
の
創
建
年
代
は
、
垂
仁
天
皇
の

時
代
と
い
わ
れ
、
こ
の
地
に
皇
祖
神
の

天
照
大
御
神
（
御
神
体
は
三
種
の
神
器

の
一
つ
八
咫
鏡
）
が
祀
ら
れ
た
と
い
う
。

五
十
鈴
川
に
架
か
る
宇
治
橋
を
渡
る
と
、

幅
の
広
い
参
道
に
は
玉
砂
利
が
敷
き
つ

め
ら
れ
、
両
側
に
続
く
神
苑
は
、
約
九

三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
内
宮
を

参
拝
し
た
二
人
は
、
御
祓
所
で
三
○
軒

分
の
「
御
は
ら
い
様
」（
御
祈
祷
札
）
を

授
か
っ
た
。
 

お
札
を
受
け
て
代
参
の
責
任
を
果
た

し
た
二
人
は
、
土
産
物
屋
で
青
の
り
四

○
把
、
色
貝
、
し
ゃ
も
じ
、
笛
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
買
物
を
楽
し
み
、
小
遣
い

を
含
め
て
の
代
金
は
四
二
○
文
で
あ
っ

た
。
四
ツ
時
（
午
前
十
時
）
前
に
伊
勢

に
別
れ
を
告
げ
、
馬
一
駄
を
雇
っ
て
金

一
朱
（
二
五
○
文
）
を
払
い
、
正
午
に

明
主
（
現
三
重
県
多
気
郡
明
和
町
）
の

「
三
田
屋
」
で
昼
飯
を
と
っ
て
い
る
。
 

こ
の
日
の
昼
飯
は
、
往
路
で
三
回
食

べ
た
昼
飯
と
比
べ
て
、
破
格
の
も
の
で

あ
っ
た
。
さ
て
、
二
人
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
食
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
号

で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
 

神
宮
参
拝
を
終
え
て
帰
路
へ
 

▲伊勢神宮（内宮）正殿 
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